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平成 22 年度事業報告 

 

はじめに 

近年の社会経済構造の変化、国際化・情報化の進展、科学技術の高度化、さらには知識

基盤社会の到来により、これからの大学のあり方が問われている。 

第一に、大学に人材育成機能の強化が強く求められるようになった。すなわち大学は、

どのような学生を受け入れて、どのような教育を行い、どのような人材として社会に送り

出すかなどの方針を明確にして、「出口管理」の強化を図っていくことである。 

第二に、大学の質の維持・向上とアカウンタビリティの履行が求められている。日本の

大学は、ユニバーサル段階に入った今、大学生の学力保証が大きな問題となっており、大

学は大学の質を維持し、高めるため、自らの活動内容を学生や社会に公表し、自らが責任

のある高等教育機関として機能していることを説明するアカウンタビリティの履行が求め

られるようになってきたことである。 

第三に、大学教育の国際的通用性が重要になってきた。これからの大学は、国際社会で

活躍する人材を育成する国際的通用性の高い高等教育機関として整備することが強く求め

られている。そのためには、教育課程や教育内容が、国際基準から見ても一定水準以上で

あることを、学生や社会に対して保証することである。 

このように大学を取り巻く環境が大きく変化している中で、自主的・自律的機関である

大学は、自らの質を保証し向上させていく仕組みを構築し、これを有効に機能させていく

ことが喫緊の課題として要請されている。大学基準協会もまた、これまで以上に組織を整

備・強化して、大学の質的向上を支援していくための方策を打ち出すことが求められてい

る。 

ところで本協会寄附行為第３条では、本法人の目的として「内外の大学に関する調査研

究を行い、会員の自主的努力と相互的援助によって、わが国における大学の質的向上を図

るとともに、大学の教育研究活動等の国際的協力に貢献する」ことを定め、これを達成す

るために事業を実施することとしている。 

そこで、2010（平成 22）年度においては、本協会の目的を達成するために、（1）第三者

評価事業の充実、（2）大学の質的向上を支援する取組の実践、（3）本協会の組織の整備・

強化の３つを基本的事業方針に掲げ、多角的に事業を実施した。 

これらを含め、2010（平成 22）年度は、以下に示す 16 項目、即ち、①４年制大学の認証

評価、②諸基準の設定及び改定、③短期大学の認証評価、④法科大学院の認証評価、⑤経

営系専門職大学院の認証評価、⑥公共政策系専門職大学院の認証評価、⑦公衆衛生系専門

職大学院の認証評価システムの構築に向けた検討、⑧正会員資格判定、⑨大学評価に関す

る調査研究、⑩特色ある大学教育支援プログラムの総括、⑪広報活動、⑫文部科学省の諸

審議会等への対応、⑬国際化への対応、⑭所蔵資料のアーカイブス化への取組、⑮高等教
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育のあり方研究会（仮称）の発足と活動、⑯本協会の組織改革へ向けた取り組み、諸項目

を柱に据えて事業を遂行した。しかし、2010（平成 22）年度の事業計画に掲げた、⑮の「高

等教育のあり方研究会（仮称）の発足と活動」については、次年度計画で検討することと

した。 

 

 

（１）４年制大学の認証評価 

1996（平成８）年度以降 15 回目の大学評価（認証評価７年目）となる本年度は、以下 63

の大学から申請があった。 

 

大学評価並びに認証評価申請の大学 

（五十音順) 

（私立） 愛知文教大学 

（公立） 秋田県立大学 

（私立） 麻布大学 

（私立） 追手門学院大学 

（私立） 大阪学院大学 

（私立） 大宮法科大学院大学 

（公立） 香川県立保健医療大学 

（私立） 活水女子大学 

（私立） 神奈川歯科大学 

（私立） 吉備国際大学 

（公立） 岐阜県立看護大学 

（私立） 成美大学 

（私立） 共立女子大学 

（私立） 近畿医療福祉大学 

（公立） 釧路公立大学 

（公立） 熊本県立大学 

（私立） 倉敷芸術科学大学 

（私立） 恵泉女学園大学 

（公立） 神戸市外国語大学 

（私立） 国際基督教大学 

（私立） 国際仏教学大学院大学 

（私立） 札幌大学 

（公立） 札幌医科大学 

（公立） 下関市立大学 

（私立） 高千穂大学 

（私立） 千葉科学大学 

（私立） 中部学院大学 

（私立） 津田塾大学 

（公立） 都留文科大学 

（私立） 鶴見大学 

（私立） 東海大学 

（私立） 東京医科大学 

（私立） 東京家政大学 

（私立） 東京国際大学 

（私立） 東北学院大学 

（私立） 東洋学園大学 

（私立） 獨協医科大学 

（私立） 長崎純心大学 

（私立） 長浜バイオ大学 

（私立） 名古屋芸術大学 

（私立） 新潟産業大学 

（私立） 日本大学 

（私立） 日本経済大学 

（私立） 日本赤十字豊田看護大学 

（私立） 日本福祉大学 

（私立） 姫路獨協大学 

（私立） 兵庫医科大学 

（私立） 弘前学院大学 
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（私立） 上武大学 

（私立） 昭和女子大学 

（私立） 白百合女子大学 

（私立） 清泉女学院大学 

（私立） 西南学院大学 

（私立） 第一薬科大学 

（私立） 大東文化大学 

（公立） 高崎経済大学 

（私立） 文星芸術大学 

（私立） 星薬科大学 

（私立） 北海道医療大学 

（私立） 北海道文教大学 

（公立） 三重県立看護大学 

（私立） 明星大学 

（私立） ルーテル学院大学 

 

2010（平成 22）年度の大学評価にあたっては、大学評価の中心となる大学評価委員会（委

員 30 名、幹事２名、特別大学評価員１名）の下に、50 の大学評価分科会、13 の全学評価

分科会及び 101 の専門評価分科会（延べ 603 名の委員と２名の幹事、１名の特別大学評価

員）をそれぞれ設置した。そして、これらの委員の相当数を「評価委員登録制」に基づく

登録者から選任した。また、各大学の財務状況等については、大学財務評価分科会（主査・

委員あわせて 11 名）を設置し、大学財務評価の指標や方法の検討を行うとともに、同分科

会のもとに 10 の部会を設け、そこで評価された内容の調整を行った。公立大学（法人）に

ついては、申請 11 大学に対して国・公立大学部会（メンバーは主査・委員あわせて５名）

を設置し、評価を行い、私立大学については、申請 52 大学を９グループに分け、それぞれ

設置する学部の種類に対応して私立大学部会（メンバーは主査・委員あわせて 28 名）を設

置し、分担して評価を行った。 

以上のように 2010（平成 22）年度の大学評価は、延べ 677 名の委員と２名の幹事、１名

の特別大学評価員が関わった。 

評価作業の経過については、各分科会における評価に先立ち、前年度３月に大学評価委

員会を開催し、2010（平成 22）年度評価における委員の職務に関して周知徹底を図った。

また、５月には、各分科会の主査・委員を対象とする評価者研修セミナーを開催し、大学

評価の趣旨とその具体的実施方法の周知を図った。その後、８月から９月にかけて分科会

における具体的な審査・評価を実施した。これらの各分科会・部会での書面における評価

を踏まえ、大学評価を申請した 63 大学のすべてに対して実地視察を行った。大学評価委員

会は、その結果をもとに「評価結果（委員会案）」を作成し、これを申請大学に提示すると

ともに、各大学よりそれに対する意見申立を受け付けた。さらに、大学評価委員会は、申

し立てられた意見を検討し、公正かつ妥当な認証評価結果となるよう努めた。 

本協会は、各大学の「評価結果（案）」を評議員会及び理事会の議を経て確定し、申請大

学に通知し、文部科学大臣に報告した。また、『平成 22 年度「大学評価」結果報告書』を

刊行し、マスコミに公表するとともに、協会ホームページに全文を開示した。 

2010（平成 22）年度大学評価並びに認証評価の結果、以下の 56 大学を本協会の定める「大

学基準」に適合していると認定した。 
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大学評価並びに認証評価の結果、大学基準への適合認定を行った大学 

（五十音順） 

（公立） 秋田県立大学 

（私立） 麻布大学 

（私立） 追手門学院大学 

（私立） 大宮法科大学院大学 

（公立） 香川県立保健医療大学 

（私立） 活水女子大学 

（私立） 神奈川歯科大学 

（私立） 吉備国際大学 

（公立） 岐阜県立看護大学 

（私立） 共立女子大学 

（公立） 釧路公立大学 

（公立） 熊本県立大学 

（私立） 倉敷芸術科学大学 

（私立） 恵泉女学園大学 

（公立） 神戸市外国語大学 

（私立） 国際基督教大学 

（私立） 国際仏教学大学院大学 

（私立） 札幌大学 

（公立） 札幌医科大学 

（公立） 下関市立大学 

（私立） 上武大学 

（私立） 昭和女子大学 

（私立） 白百合女子大学 

（私立） 清泉女学院大学 

（私立） 西南学院大学 

（私立） 大東文化大学 

（公立） 高崎経済大学 

（私立） 高千穂大学 

（私立） 千葉科学大学 

（私立） 中部学院大学 

（私立） 津田塾大学 

（公立） 都留文科大学 

（私立） 鶴見大学 

（私立） 東海大学 

（私立） 東京医科大学 

（私立） 東京家政大学 

（私立） 東京国際大学 

（私立） 東北学院大学 

（私立） 東洋学園大学 

（私立） 獨協医科大学 

（私立） 長崎純心大学 

（私立） 長浜バイオ大学 

（私立） 名古屋芸術大学 

（私立） 新潟産業大学 

（私立） 日本大学 

（私立） 日本赤十字豊田看護大学 

（私立） 日本福祉大学 

（私立） 姫路獨協大学 

（私立） 兵庫医科大学 

（私立） 文星芸術大学 

（私立） 星薬科大学 

（私立） 北海道医療大学 

（私立） 北海道文教大学 

（公立） 三重県立看護大学 

（私立） 明星大学 

（私立） ルーテル学院大学 

 

以上の 56 大学には、2011（平成 23）年３月 11 日開催の第 105 回評議員会及び臨時理事

会終了後、結果の通知とともに、「認定マーク」を送付した。この他に、今回新たに正会員

になった大学には「正会員証」を、正会員の大学には「大学基準適合認定証」を送付した。 
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一方、2010（平成 22）年度に大学評価を申請した 63 大学中６大学（愛知文教大学、大阪

学院大学、近畿医療福祉大学、第一薬科大学、日本経済大学、弘前学院大学）については、

いくつかの点で問題があるため、本協会の定める大学基準に適合しているか否かの判断を

保留した。 

判断を保留とした大学に対しては、「必ず実現すべき改善事項」、「一層の改善が期待され

る事項」などで構成される「大学に対する提言」を付すとともに、2013（平成 25）年６月

末までに、それらの提言を踏まえた改善結果を報告するよう要請した。 

また、成美大学については、重大な問題が相当数存在し、自己点検・評価の姿勢に大き

な問題があると判断されたため、本協会の定める大学基準に適合しないと判断することと

した。 

大学基準に不適合と判断した大学に対しては、判断を保留した大学同様、「必ず実現すべ

き改善事項」、「一層の改善が期待される事項」などで構成される「大学に対する提言」を

付すとともに、本協会の定めるところの追評価を申請できる旨を通知した。 

なお、評価における「否」「保留」の結果について、申請各大学は異議を申し立てること

ができることになっているが、今回、保留及び不適合とした７大学から、異議申し立ては

行われなかった。 

この他、全大学に対し 2011（平成 23）年度以降の評価申請についてアンケートを実施す

るとともに、2010（平成 22）年４月には、2011（平成 23）年度に大学評価申請を予定して

いる大学を対象とする「大学評価実務説明会」を、東京、関西会場（東京２、大阪１）で

実施した。また、前年度に引き続き、大学評価を受けることを予定もしくは検討している

大学等からの要請に応じて、本協会事務局スタッフを派遣して、個別に大学評価に関わる

説明会を実施した。 

 

○ 保留大学に対する再評価 

2007（平成 19）年度の大学評価並びに認証評価において判定を保留した４大学（九州国

際大学、情報科学芸術大学院大学、園田学園女子大学、長崎外国語大学）に対し、2010（平

成 22）年６月末までに、「必ず実現すべき改善事項」、「一層の改善が期待される事項」など

で構成される「大学に対する提言」を踏まえた改善結果を報告するよう要請した。これを

受けて、当該大学から改善報告書が提出され、大学評価委員会は、この改善報告書につい

て慎重に審議し、「再評価結果（委員会案）」を作成し当該大学に送付した。 

「再評価結果（委員会案）」を受け取った大学は、事実誤認等があった場合、同委員会案

に対して「意見申立」を行うことが可能であったが、当該大学から意見申立はなかった。

大学評価委員会では、委員会としての「再評価結果（案）」を決定し理事会に上程した。 

本協会は、「再評価結果」を 2011（平成 23）年３月 11 日開催の第 105 回評議員会及び臨

時理事会の議を経て確定し、当該大学に通知し、文部科学大臣に報告した。また、これを

『平成 22 年度「大学評価」結果報告書』に掲載し、マスコミに公表するとともに、協会ホ
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ームページに全文を開示した。 

2010（平成 22）年度の再評価の結果、上記４大学については、本協会の定める「大学基

準」に適合していると認定した。 

 

 

（２）諸基準の設定及び改定 

 本年度は、基準の設定１件及び改定３件に関する作業を行った。 

 まず、基準の設定に関しては、2011（平成 23）年度から、新たに公衆衛生系専門職大学

院に対する認証評価を実施することを目指して、公衆衛生系専門職大学院基準の新規設定

を行った。同基準の設定に当たっては、公衆衛生系専門職大学院認証評価検討委員会（４

月設置）及び基準委員会において審議を行うとともに、パブリックコメントを実施して広

く意見を徴し、11 月に基準を決定した。 

 基準の改定に関しては、法科大学院基準、学士課程基準及び修士・博士課程基準の改定

を行った。法科大学院基準の改定は、関係法令の改正、中央教育審議会大学分科会法科大

学院特別委員会における審議状況などを考慮し、また、本協会のこれまでの評価経験を踏

まえ、その改善を意図して行ったもので、法科大学院基準委員会において審議を行うとと

もに、３度のパブリックコメントを実施し広く意見を徴した。これらの作業を受け、改定

基準は、2011（平成 23）年度に、基準委員会における審議を経て最終的に決定される予定

である。 

 学士課程基準、修士・博士課程基準の改定は、各大学の改善・改革に資するための参考

基準として両基準を位置づけ直すことを意図し、基準委員会において昨年度から引き続い

て作業が進められているもので、両基準とも本年度は改定案をパブリックコメントに付す

段階までの作業が行われた。2011（平成 23）年度においては、パブリックコメントを踏ま

えた最終作業を行い、両基準とも改定作業が終了する予定である。 

 

 

（３）短期大学の認証評価 

認証評価４年目となる本年度は、以下の７短期大学から申請があった。 

 

認証評価申請の短期大学 

                       （五十音順） 

（私立） 亜細亜大学短期大学部 

（私立） 大阪学院短期大学 

（公立） 鹿児島県立短期大学 

（私立） 昭和女子大学短期大学部 

（公立） 名寄市立大学短期大学部 

（私立） 福井医療短期大学 

（私立） 龍谷大学短期大学部 
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2010（平成 22）年度の認証評価の実施にあたっては、中心となる短期大学評価委員会の

もと、申請短期大学ごとに７つの分科会を設置した他、財務に関しては、短期大学財務評

価分科会を設けた。以上の体制により、短期大学評価委員会（委員 15名）のもと、延べ 50

名の評価者によって評価が行われた。 

認証評価の経過については、各分科会における評価に先立ち、前年度３月に短期大学評

価委員会を開催し、2010（平成 22）年度評価における委員の職務に関して周知徹底を図っ

た。また、５月には、評価者研修セミナーを開催して、短期大学認証評価の趣旨とその具

体的な評価方法の周知を図った。その後、分科会における具体的な審査・評価を８月に実

施し、この書面評価を踏まえて、７短期大学の実地視察を行った。 

短期大学評価委員会は、その結果をもとに「評価結果(委員会案）」を作成し、これを申

請短期大学に提示するとともに、各短期大学よりそれらに対する意見申立を受け付けた。

さらに、短期大学評価委員会は、申し立てられた意見を検討し、公正かつ妥当な認証評価

結果となるよう努めた。 

本協会は、各短期大学の「認証評価結果（案）」を 2011（平成 23）年３月 11 日開催の第

105 回評議員会及び臨時理事会の議を経て確定し、申請短期大学に通知し、文部科学大臣に

報告した。また、『平成 22 年度「短期大学認証評価」結果報告書』を刊行し、本協会ホー

ムページに全文を開示した。 

2010（平成 22）年度の短期大学認証評価の結果、以下の６短期大学を本協会の定める「短

期大学基準」に適合していると認定した。 

 

認証評価の結果、短期大学基準への適合認定を行った短期大学 

                       （五十音順） 

（私立） 亜細亜大学短期大学部 

（公立） 鹿児島県立短期大学 

（私立） 昭和女子大学短期大学部 

（公立） 名寄市立大学短期大学部 

（私立） 福井医療短期大学 

（私立） 龍谷大学短期大学部 

 

以上の６短期大学には、認証評価結果の通知とともに、「認定マーク」と今回新たに正会

員になった短期大学には「正会員証」を送付した。 

一方、１短期大学（大阪学院短期大学）については、いくつかの点で問題があるため、

本協会の定める「短期大学基準」に適合しているか否かの判断を保留した。なお、評価に

おける「否」「保留」の結果について、申請短期大学は異議を申し立てることができること

になっているが、今回、保留とした短期大学から、異議申し立ては行われなかった。 

保留とした短期大学に対しては、「必ず実現すべき改善事項」、「一層の改善が期待される

事項」を付すとともに、2012（平成 24）年６月末までに、それらの提言を踏まえた改善結

果を報告するよう要請した。 
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（４）法科大学院の認証評価 

 認証評価を開始してから４年目となった 2010（平成 22）年度は、認証評価（本評価）の

申請はなかったが、2008（平成 20）年度の認証評価において、本協会の定める「法科大学

院基準」に適合していないと判定した、以下の４つの法科大学院から認証評価（追評価）（以

下、「追評価」という。）の申請があった。 

 

追評価申請の法科大学院 

（五十音順） 

（私立）神奈川大学法科大学院 

（私立）関東学院大学法科大学院 

（私立）白鷗大学法科大学院 

（私立）名城大学法科大学院 

 

2010（平成 22）年度の追評価の実施にあたっては、20 名の評価者がこれに従事し、法科

大学院認証評価委員会及びそのもとに設置した４つの追評価分科会において評価作業を行

った。 

評価作業の経過については、まず５月に各追評価分科会の主査及び委員を対象とした評

価者研修セミナーを開催し、認証評価の目的、追評価制度の設立趣旨、具体的な評価方法

等の研修を図った。その後、各追評価分科会における書面評価を８月に行い、この書面評

価の結果に基づき、関東学院大学法科大学院及び名城大学法科大学院に対して、10 月に実

地調査を行った。 

法科大学院認証評価委員会は、その結果を基に「法科大学院認証評価（追評価）結果」（委

員会案）を作成し、これに対して申請法科大学院より申し立てられた意見を検討した上で

「法科大学院認証評価（追評価）結果」（案）としてまとめ、理事会に上程した。なお、同

委員会が認証評価（追評価）結果を作成するにあたっては、規程で定めた評価プロセスに

則り、公正かつ妥当な認証評価結果となるよう努めた。 

2010（平成 22）年度の追評価の結果、以下の法科大学院を先の認証評価とあわせて、「法

科大学院基準」に適合していると認定した。 

 

追評価の結果、法科大学院基準への適合認定を行った法科大学院 

（五十音順） 

（私立）神奈川大学法科大学院 

（私立）関東学院大学法科大学院 

（私立）白鷗大学法科大学院 

（私立）名城大学法科大学院 

 

本協会は、2011（平成 23）年３月 11日開催の第 105 回評議員会及び臨時理事会の議を経

て確定した「法科大学院認証評価（追評価）結果」を申請法科大学院に通知し、文部科学

大臣への報告を行った。また、同追評価結果については、マスコミ等に公表するとともに、
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『平成 22 年度「法科大学認証評価（追評価）」結果報告書』の刊行やホームページへの掲

載を通じて公表した。 

また、これまでの法科大学院認証評価受審校のうち、慶應義塾大学法科大学院（2007（平

成 19）年度）、駿河台大学法科大学院、中京大学法科大学院、桐蔭横浜大学法科大学院（以

上 2008（平成 20）年度）及び龍谷大学法科大学院（2009（平成 21）年度）に対しては、法

科大学院基準に適合していると認定する一方で、認定期間を通じてそれぞれの問題事項に

関する継続的な検証を行うこととしていた。本年度は、これらの法科大学院からの提出資

料を通じて検証作業を行った。その結果、慶應義塾大学法科大学院、駿河台大学法科大学

院、中京大学法科大学院及び桐蔭横浜大学法科大学院に対しては、改善への取組みが適切

になされているものと判断し、次年度以降については、資料の提出を要請しないという内

容の検証結果を取りまとめることとなった。他方で、龍谷大学法科大学院に対しては、問

題事項に関する検討がなされていることは確認できたものの、現在の対応は当面の措置に

過ぎないことから、今後も状況を確認する必要があるという内容の検証結果を取りまとめ

るに至った。なお、これらの検証結果の報告・公表等は、「法科大学院認証評価（追評価）」

と同様に実施した。 

さらに、2007（平成 19）年度の本協会法科大学院認証評価認定校である慶應義塾大学法

科大学院及び法政大学法科大学院より、７月末までに改善報告書の提出があった。これに

基づいて、法科大学院認証評価委員会のもとに設置した改善報告書検討分科会は、認証評

価結果における「勧告」及び「問題点」の改善状況の検討を行い、その結果を両法科大学

院に提示した。 

この他、2007（平成 19）年度及び 2008（平成 20）年度の本協会法科大学院認証評価受審

校（16 校）からの届出に基づき、2009（平成 21）年度に各法科大学院の教育課程又は教員

組織に生じた重要な変更事項を「教育課程又は教員組織に関する重要な変更に対する評価

結果への付記事項」として取りまとめ、報告・公表を行った。 

 

 

（５）経営系専門職大学院の認証評価 

 認証評価を開始してから３年目となった 2010（平成 22）年度は、以下の９つの経営系専

門職大学院から申請があった。 

 

認証評価申請の経営系専門職大学院 

（五十音順) 

（私立）愛知大学大学院会計研究科会計専攻 

（私立）大原大学院大学会計研究科会計監査専攻 

（公立）北九州市立大学大学院マネジメント研究科マネジメント専攻 

（私立）グロービス経営大学院大学経営研究科経営専攻 
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（私立）事業創造大学院大学事業創造研究科事業創造専攻 

（国立）長岡技術科学大学大学院技術経営研究科システム安全専攻 

（国立）新潟大学大学院技術経営研究科技術経営専攻 

（公立）兵庫県立大学大学院会計研究科会計専門職専攻 

（私立）立命館大学大学院経営管理研究科経営管理専攻 

 

 2010（平成 22）年度の経営系専門職大学院認証評価の実施にあたっては、37 名の評価者

がこれに従事し、経営系専門職大学院認証評価委員会及びそのもとに設置した９つの経営

系専門職大学院認証評価分科会において評価作業を行った。 

 評価作業の経過については、まず、５月に各経営系専門職大学院認証評価分科会の主査

及び委員を対象とした評価者研修セミナーを開催し、認証評価の目的、具体的な評価方法

等の周知を図った。その後、各分科会における書面評価を８月～９月にかけて行い、この

書面評価を踏まえて、10 月～11 月には全ての大学院に実地視察を行った。 

経営系専門職大学院認証評価委員会は、その結果を基に「経営系専門職大学院認証評価

結果（委員会案）」を作成し、これに対して申請大学より申し立てられた意見を検討した上

で「認証評価結果（案）」として取りまとめ、理事会に上程した。なお、同委員会が認証評

価結果を作成するにあたっては、規程で定めた評価プロセスに則り、公正かつ妥当な認証

評価結果となるよう努めた。 

2010（平成 22）年度の経営系専門職大学院認証評価の結果、以下の８つの経営系専門職

大学院を本協会の定める「経営系専門職大学院基準」に適合していると認定した。 

 

認証評価の結果、経営系専門職大学院基準への適合認定を行った経営系専門職大学院 

（五十音順) 

（私立）愛知大学大学院会計研究科会計専攻 

（私立）大原大学院大学会計研究科会計監査専攻 

（公立）北九州市立大学大学院マネジメント研究科マネジメント専攻 

（私立）グロービス経営大学院大学経営研究科経営専攻 

（国立）長岡技術科学大学大学院技術経営研究科システム安全専攻 

（国立）新潟大学大学院技術経営研究科技術経営専攻 

（公立）兵庫県立大学大学院会計研究科会計専門職専攻 

（私立）立命館大学大学院経営管理研究科経営管理専攻 

 

本協会は、2011（平成 23）年３月 11日開催の第 105 回評議員会及び臨時理事会の議を経

て確定した「経営系専門職大学院認証評価結果」を申請大学に通知し、文部科学大臣への

報告を行った。また、同認証評価結果については、マスコミ等に公表するとともに、『平成

22 年度「経営系専門職大学院認証評価」結果報告書』の刊行やホームページへの掲載を通
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じて公表した。 

なお、評価の結果、「経営系専門職大学院基準」に適合していないと判定した事業創造大

学院大学事業創造研究科事業創造専攻を設置する事業創造大学院大学から異議申立があっ

た。この申し立てについては、経営系専門職大学院異議申立審査会において審査を行い、

評議員会及び理事会の議を経て確定した「裁決」は、2011（平成 23）年５月に申し立ての

あった大学に通知するとともに、文部科学大臣へ報告し、ホームページへの掲載等を通じ

て公表する予定である。 

また、2008（平成20）年度の本協会経営系専門職大学院認証評価受審校（10校）のうち、

東京理科大学大学院総合科学技術経営研究科技術経営専攻、同志社大学大学院ビジネス研

究科ビジネス専攻及び法政大学大学院イノベーション･マネジメント研究科イノベーショ

ン･マネジメント専攻からの届出に基づき、2009（平成21）年度に各経営系専門職大学院の

教育課程又は教員組織に生じた重要な変更事項を「教育課程又は教員組織に関する重要な

変更に対する評価結果への付記事項」として取りまとめ、報告・公表を行った。 

この他、過去２年間の認証評価における課題を踏まえ、経営系専門職大学院認証評価の

第２クールを迎えるにあたり、経営系専門職大学院認証評価委員会の下に経営系専門職大

学院のあり方検討分科会を設置して、本協会が求める経営系専門職大学院のあり方及び本

協会が実施する認証評価の課題の検討について取り組んだ。その結果、「経営系専門職大学

院のあり方に対する検討結果報告書― 大学基準協会が実施する経営系専門職大学院認証

評価の課題とその改善方策 ―」を取りまとめ、本協会ホームページへ掲載するとともに、

経営系大学院及び関係団体へ送付し、周知を図った。また、同報告書にあるように、常に

経営系専門職大学院及び国内のビジネス･スクールとの質的向上の場を設けるため、「ＪＵ

ＡＡビジネス・スクールワークショップ」を開催することが決定された。加えて、評価基

準についてもビジネス界の動向等を踏まえ改定する必要があるため、経営系専門職大学院

基準委員会を設置し、改定作業に取り組むことが決定された。 

 

 

（６）公共政策系専門職大学院の認証評価 

公共政策系専門職大学院認証評価については、今年度が開始年度であり、以下の公共政

策系専門職大学院から申請があった。 

 

認証評価申請の公共政策系専門職大学院 

 

（国立）京都大学大学院公共政策教育部公共政策専攻 

 

2010（平成 22）年度の公共政策系専門職大学院認証評価の実施にあたっては、13名の評

価者がこれに従事し、公共政策系専門職大学院認証評価委員会及びそのもとに設置した公
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共政策系専門職大学院認証評価分科会において年間の評価作業を行った。 

評価作業の経過については、まず５月に公共政策系専門職大学院認証評価分科会の主査

及び委員を対象とした評価者研修セミナーを開催し、認証評価の目的、具体的な評価方法

等の研修を行った。その後、公共政策系専門職大学院認証評価分科会における書面評価を

行い、この書面評価を踏まえて、10 月には当該大学院に対する実地視察を行った。 

公共政策系専門職大学院認証評価委員会は、その結果を基に「公共政策系専門職大学院

認証評価結果」（委員会案）を作成し、これに対して、申請大学より申し立てられた意見を

検討した上で「公共政策系専門職大学院認証評価結果」（案）として取りまとめ、理事会に

上程した。なお、同委員会が認証評価結果を作成するにあたっては、規程で定めた評価プ

ロセスに則り、公正かつ妥当な認証評価結果となるよう努めた。 

2010（平成 22）年度の公共政策系専門職大学院認証評価の結果、以下の公共政策系専門

職大学院を本協会の定める「公共政策系専門職大学院基準」に適合していると認定した。 

 

認証評価の結果、公共政策系専門職大学院基準への適合認定を行った公共政策系専門職大学院 

 

（国立）京都大学大学院公共政策教育部公共政策専攻 

 

本協会は、2011（平成 23）年３月 11日開催の第 105 回評議員会及び臨時理事会の議を経

て確定した「公共政策系専門職大学院認証評価結果」を申請大学に通知し、文部科学大臣

への報告を行った。また、同認証評価結果については、マスコミ等に公表するとともに、『平

成 22 年度「公共政策系専門職大学院認証評価」結果報告書』の刊行やホームページへの掲

載を通じて公表した。 

 

 

（７）公衆衛生系専門職大学院の認証評価システムの構築に向けた検討 

2011（平成 23）年度からの公衆衛生系専門職大学院認証評価の実施に向け、2009（平成

21）年度に設置した公衆衛生系専門職大学院認証評価検討委員会のもとで、公衆衛生系専

門職大学院の認証評価の基準や評価方法、プロセス等の検討を進めた。このうち、認証評

価に当たっての基準となる公衆衛生系専門職大学院基準については、９月から 10 月にかけ

てパブリックコメントを実施し、基準の妥当性及び基準策定過程の透明性確保のため、広

く意見を募った。こうした検討作業の結果を踏まえ、11 月には文部科学大臣に対して公衆

衛生系専門職大学院認証評価を実施する機関としての認証申請を行った。その結果につい

ては、中央教育審議会内に設置される委員会により審査される予定である。 

 なお、2011（平成 23）年度からの公衆衛生系専門職大学院認証評価の実施に備えるため、

平成 23 年１月には、認証評価申請予定校を対象とした説明会を実施したほか、公衆衛生系

専門職大学院認証評価委員会を新たに設置し、評価体制の整備も進めた。 
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（８）正会員資格判定 

本年度は、「正会員及び賛助会員に関する規程」に基づき、正会員の地位継続に関する届

け出のあった２大学について、正会員資格判定を実施した。 

２大学とも、他の機関別認証評価機関の評価を受け認定されたうえでの申請であり、正

会員資格判定委員会において書面による審査を実施した。審査の結果、２大学とも、正会

員として相応しいことから、正会員資格判定委員会は正会員の地位継続を認め、これを 2011

（平成 23）年３月 11 日開催の第 105回評議員会及び臨時理事会に上程し、承認された。 

なお、正会員資格の有効期間は、2011（平成 23）年度から 2018（平成 30）年度までの７

年間である。 

2010（平成 22）年度の正会員資格判定の結果、以下２つの大学の正会員としての資格を

認めた。 

 

正会員資格判定の結果、正会員の地位継続を認めた大学 

                                         （五十音順） 

（私立）千葉工業大学 （私立）日本工業大学 

 

 

（９）大学評価に関する調査研究 

新しい大学評価システムの運用開始を次年度に控えるなど、従前に増して調査研究あるい

は、その成果の発信が求められるなか、2010（平成 22）年度は、海外調査及び国内調査を

行い、また本協会主催のシンポジウム、他の機関との共催のシンポジウムを実施するなど、

多面的に取り組んだ。 

海外調査は、９月にアメリカ合衆国を対象として行い、高等教育の質保証分野で国際的な

議論を呼んでいる「ラーニング・アウトカム」や「アカウンタビリティ」といった問題に

関して、大学及びアクレディテーションに関係する団体に対する訪問調査を行った。国内

調査は、2004（平成 16）年度以後に本協会の大学評価を受審した大学に対して、大学評価

が当該大学の教育活動等に与えた影響を中心に、アンケート調査及び訪問調査を通じて行

った。東日本大震災の影響により、一部の訪問調査は年度を繰り越さざるを得なくなった

が、2011（平成 23）年度には、調査に係るすべての作業を終え、その結果を取りまとめる

予定である。 

大学関係者と本協会との認識共有、意見交換を行うための機会であるシンポジウムについ

ては、まず、本協会主催のものとして「新大学評価システムシンポジウム」を１月に実施

した。このシンポジウムは次年度以降に大学評価に従事する評価者を対象とし、新しい大

学評価に関する認識の共有・深化を図ったものである。また、大学機関別認証評価を実施

する他の２機関及び日本学術会議との共催によるものとして、４～５月に３回にわたって
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シンポジウムを実施し、大学教育や認証評価をはじめとする質保証のあり方について、議

論の場を提供した。 

これらの他、多様性に富む経営系専門職大学院について、認証評価を含むそのあり方を検

討する作業を行った。 

 

 

（10）特色ある大学教育支援プログラムの総括 

2003（平成 15）年度から 2007（平成 19）年度まで、本協会は、文部科学省の委託を受け

て「特色ある大学教育支援プログラム」事業の審査・評価及び公表・普及を実施してきた。 

本事業は、大学教育の改善に資するさまざまな取組のうち、特色ある優れたものを選定

し、これを広く社会に情報提供することで、他の大学、短期大学が選定された事例を参考

に教育の改善・改革を推進し、以ってわが国の高等教育の活性化を促進させることを目的

とするものである。 

本協会は、「特色ある大学教育支援プログラム」事業を総括するため、2008（平成 20）年

度に設置した「特色ある大学教育支援プログラム」総括編集委員会のもと、その事業全体

を本協会において独自に総括する作業を進めてきた。また、総括した内容を本協会 JUAA選

書第 14 巻として刊行するべく、編集方針の策定、同委員会委員を中心とする執筆作業を進

めた。選書は、2011（平成 23）年度前半に刊行する予定である。 

 

 

（11）広報活動 

 本協会がわが国における大学の質向上に貢献するためには、その主要な事業である認証

評価のほか、調査研究の結果や、加盟大学の取り組みの状況などについて、広報活動を一

層充実・強化し展開していくことが必要である。 

本年度は、７月・12 月に広報委員会を開催し、主に広報誌『じゅあＪＵＡＡ』の編集を

審議した。また、以下の出版物を発行し、会員大学・関係機関等へ広く配布した。 

なお、広報誌『じゅあＪＵＡＡ』に掲載していた「正会員大学プロフィール」は、『正会

員大学プロフィール』（じゅあ別冊）として新たに発行した。『正会員大学プロフィール』

は正会員間の情報発信・収集及び各大学の活性化に役立ててもらうとともに、本協会が大

学の質を保証した正会員校の状況を広く周知するものである。 

  

○『会報』第 92 号    （2010 年 10 月／9,500部発行） 

 ○ 広報誌『じゅあＪＵＡＡ』第 45号、第 46 号 

（2010 年 10 月、2011 年３月／各 11万 2,500 部発行） 

 ○『正会員大学プロフィール―正会員大学のいま―』（じゅあ別冊） 

（2011 年３月／3,200 部発行） 
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 ○『大学評価研究』第９号（2010 年９月／1,700部発行） 

  

また、本協会ホームページには、2011（平成 23）年度以降の新評価システムの情報を掲

載し、その他の評価に関わる諸情報も積極的に提供することを目的に、本協会の活動状況

を国内外に公表した（一部は英文にて公開）。 

そして、本協会の歴史や社会的役割、また、活動内容を広く社会へ紹介し、本協会自体

の社会的認知度を高め、合わせて、本協会が質保証をしている正会員校の社会的信頼性を

より高めることを目的として、朝日新聞に広告記事を掲載するための準備を開始した。掲

載予定は、2011（平成 23）年５月である。 

 

 

（12）文部科学省の諸審議会等への対応 

 本年度は、中央教育審議会大学分科会質保証システム部会によるヒアリングに対応した。

具体的には、11 月 29 日に開催された第 19 回質保証システム部会において、機関別認証評

価機関４団体（大学基準協会、大学評価・学位授与機構、日本高等教育評価機構、短期大

学基準協会）が出席し、本協会からは、認証評価の第１サイクルの概要、認証評価業務の

運営上の課題、認証評価の効率化等に関して報告を行うとともに、同部会委員との間で意

見交換を行った。 

 また、中央教育審議会大学分科会法科大学院特別委員会によるヒアリングに対応した。

具体的には、７月 27 日に開催された第 41 回法科大学院特別委員会において、法科大学院

認証評価機関３団体（大学基準協会、大学評価・学位授与機構、日弁連法務研究財団）が

出席し、本協会からは、法科大学院基準の改定作業の進捗状況に関して報告を行うととも

に、同委員会委員との間で認証評価の見直し等の意見交換を行った。 

 

 

（13）国際化への対応 

近年、本協会は、大学評価の国際的通用力を高めるために、ＩＮＱＡＡＨＥ

（International Network for Quality Assurance Agencies in Higher Education：高等

教育質保証機関国際ネットワーク）や、その下部組織であるＡＰＱＮ（Asia-Pacific Quality 

Network：アジア・太平洋高等教育質保証ネットワーク）の一員として、国際レベルにおけ

る高等教育の質保証システムを構築するとともに、これを充実させるための活動を進めて

おり、また、それらに資する国際会議にも積極的に参加している。 

本年度においては、2009（平成 21）年度の認証評価結果を上記２つのネットワークに向

けて、前年度同様に報告を行った。この認証評価結果については、ＡＰＱＮを通じてアジ

ア・太平洋地域諸国の質保証機関に対して個別に報告されるとともに、ＩＮＱＡＡＨＥの

会報（12 月発行）にも取り上げられた。 
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本年度は、JICA の求めによりマレーシア資格機構（Malaysian Qualifications Agency）

職員５名に対し、本協会の評価システム等の研修を２週間にわたり実施した。また、ロシ

ア等旧ソ連構成諸国から来日した高等教育関係者に対するレクチャーや、インドネシアの

質保証機関である国立高等教育アクレディテーション機構（BAN-PT）、中国の高等教育機関

の訪問を受け入れ、本邦の認証評価制度をはじめとした質保証の取り組み等に関する情報

交換を行った。 

また、インド・バンガロールで開催されたＡＰＱＮの会議に２名の職員が出席し、高等

教育の質保証のあり方についての海外機関との情報交換を行った。 

さらに、ＡＵＱＡ（Australian Universities Quality Agency）とは職員同士の相互研

修や情報交換等を行い、国際連携強化を推進するために、協力覚書を交わすことが決定さ

れた。 

 

 

（14）所蔵資料のアーカイブス化への取組 

現在、本協会が所蔵する戦後改革期以降の資料について、多くの研究者が研究資料とし

て活用できるようその体系的整備を進めている。 

今年度は、すでにマイクロフィルム化されている書庫保存資料の電子化・データベース

化を進めた。また、書庫以外に保存されている資料の点検を行い、法人化以前の資料を中

心に整理し、リスト化を行った。この資料についても今後マイクロ化・データベース化を

進めていく予定である。 

 

 

（15）高等教育のあり方研究会（仮称）の発足と活動 

公正で適切な評価方法、評価項目、評価指標、評価手続あるいは評価者の質の向上を図

ることを通じて、本協会の各種認証評価を受審する大学にとって一層分かりやすく、かつ

説得力のある評価結果を示すべく努めることは、本協会にとって常に重要な課題である。 

この課題に対処するために、高等教育研究に関心のある大学の教職員が参画する研究会

を発足させ、必要な調査研究にあたることが、本年度の事業の１つとして計画されたが、

その事業の具体的な立案・実施は 2011（平成 23）年度以降に繰り越しとなった。 

 

 

（16）本協会の組織改革へ向けた取り組み 

2010（平成 22）年度の事業計画において、当該事業項目には、会員サービスの一層の充

実を図りその維持に努めることが示されている。 

2009（平成 21）年５月の臨時理事会で決定を受け設置された運営諮問会議は、全９回（2010

（平成 22）年度は２回）の会議を開催し、会長からの諮問事項に対する答申書を取りまと
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め、2010（平成 22）年７月 23 日開催の第 458回理事会で議長が答申を行った。 

同答申では「正会員のバリュー」「正会員へのサービス提供」「協会の組織強化」が重点

項目に掲げられており、そのうち、本年度は「各大学出向職員ＯＢの研修とネットワーク

の構築」に着手した。 

具体的には、2010（平成 22）年 11 月５日、（財）大学基準協会において「大学職員（研

修修了者）と大学基準協会職員との合同研究会」を発足・開催した。この研究会は、専門

職員として大学評価の業務に携わった元研修員（計 21 名）と現研修員（計 18 名）及び専

任職員（計 26 名）のネットワークを構築するほか、国内外における高等教育の質保証を取

り巻く諸課題等について研究し相互に研鑽し合う場である。 

また、「(11)広報活動」の項目において前述しているが、本協会の歴史や社会的役割、ま

た活動内容を広く社会へ紹介し、本協会自体の社会的認知度を高め、合わせて、本協会が

質保証をしている正会員校の社会的信頼性をより高めることを目的として、朝日新聞に広

告記事を掲載するための準備を開始した。 

 

以 上 

 



１．理事会

役 名 氏 名 所 属 名

会 長 納 谷 廣 美 明 治 大 学

副 会 長 黒 田 壽 二 金 沢 工 業 大 学

副 会 長 齋 藤 康 千 葉 大 学

副 会 長 鈴 木 典 比 古 国 際 基 督 教 大 学

副 会 長 中 村 信 一 金 沢 大 学

副 会 長 八 田 英 二 同 志 社 大 学

副 会 長 矢 田 俊 文 北 九 州 市 立 大 学

専 務 理 事 田 中 一 昭 大 学 基 準 協 会

理 事 浅 原 利 正 広 島 大 学

理 事 有 川 節 夫 九 州 大 学

理 事 蟻 川 芳 子 日 本 女 子 大 学

理 事 植 木 俊 哉 東 北 大 学

理 事 大 山 喬 史 東 京 医 科 歯 科 大 学

理 事 勝 野 眞 吾 岐 阜 薬 科 大 学

理 事 川 口 清 史 立 命 館 大 学

理 事 楠 見 晴 重 関 西 大 学

理 事 小 出 忠 孝 愛 知 学 院 大 学

理 事 佐 伯 浩 北 海 道 大 学

理 事 酒 井 健 夫 日 本 大 学

理 事 佐 藤 愼 一 東 京 大 学

理 事 佐 藤 東 洋 士 桜 美 林 大 学

理 事 柴 忠 義 北 里 大 学

理 事 杉 原 左 右 一 関 西 学 院 大 学

理 事 清 家 篤 慶 應 義 塾 大 学

理 事 高 田 邦 昭 群 馬 大 学

理 事 永 井 和 之 中 央 大 学

理 事 濵 口 道 成 名 古 屋 大 学

理 事 原 島 文 雄 首 都 大 学 東 京

理 事 増 田 壽 男 法 政 大 学

理 事 水 野 明 哲 工 学 院 大 学

理 事 村 松 泰 子 東 京 学 芸 大 学

理 事 山 田 信 博 筑 波 大 学

理 事 鷲 田 清 一 大 阪 大 学

監 事 今 田 寛 元 広 島 女 学 院 大 学

監 事 湊 晶 子 元 東 京 女 子 大 学

（平成23年３月31日現在）

参考資料　平成22年度理事会・委員会名簿
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役 名 氏 名 所 属 名

会 長 納 谷 廣 美 明 治 大 学

副 会 長 黒 田 壽 二 金 沢 工 業 大 学

副 会 長 齋 藤 康 千 葉 大 学

副 会 長 鈴 木 典 比 古 国 際 基 督 教 大 学

副 会 長 中 村 信 一 金 沢 大 学

副 会 長 八 田 英 二 同 志 社 大 学

副 会 長 矢 田 俊 文 北 九 州 市 立 大 学

専 務 理 事 田 中 一 昭 大 学 基 準 協 会

理 事 浅 原 利 正 広 島 大 学

理 事 有 川 節 夫 九 州 大 学

理 事 蟻 川 芳 子 日 本 女 子 大 学

理 事 植 木 俊 哉 東 北 大 学

理 事 大 山 喬 史 東 京 医 科 歯 科 大 学

理 事 勝 野 眞 吾 岐 阜 薬 科 大 学

理 事 川 口 清 史 立 命 館 大 学

理 事 楠 見 晴 重 関 西 大 学

理 事 小 出 忠 孝 愛 知 学 院 大 学

理 事 佐 伯 浩 北 海 道 大 学

理 事 酒 井 健 夫 日 本 大 学

理 事 佐 藤 愼 一 東 京 大 学

理 事 佐 藤 東 洋 士 桜 美 林 大 学

理 事 柴 忠 義 北 里 大 学

理 事 杉 原 左 右 一 関 西 学 院 大 学

理 事 清 家 篤 慶 應 義 塾 大 学

理 事 高 田 邦 昭 群 馬 大 学

理 事 永 井 和 之 中 央 大 学

理 事 濵 口 道 成 名 古 屋 大 学

理 事 原 島 文 雄 首 都 大 学 東 京

理 事 増 田 壽 男 法 政 大 学

理 事 水 野 明 哲 工 学 院 大 学

理 事 村 松 泰 子 東 京 学 芸 大 学

理 事 山 田 信 博 筑 波 大 学

理 事 鷲 田 清 一 大 阪 大 学

評 議 員 明 石 吉 三 桃 山 学 院 大 学

評 議 員 飯 野 正 子 津 田 塾 大 学

評 議 員 伊 賀 健 一 東 京 工 業 大 学

２．評議員会
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評 議 員 石 澤 良 昭 上 智 大 学

評 議 員 市 川 太 一 広 島 修 道 大 学

評 議 員 伊 藤 定 良 青 山 学 院 大 学

評 議 員 井 上 正 崇 大 阪 工 業 大 学

評 議 員 梅 本 裕 京 都 橘 大 学

評 議 員 衛 藤 卓 也 福 岡 大 学

評 議 員 大 西 晴 樹 明 治 学 院 大 学

評 議 員 梶 山 皓 獨 協 大 学

評 議 員 柏 木 哲 夫 金 城 学 院 大 学

評 議 員 片 山 卓 也 北陸先端科学技術大学院大学

評 議 員 金 井 新 二 北 星 学 園 大 学

評 議 員 鎌 田 薫 早 稲 田 大 学

評 議 員 北 川 薫 中 京 大 学

評 議 員 ｷﾞ ｬ ｰ ﾘ ｳ ｪ ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ｸ ﾚ ｰ 西 南 学 院 大 学

評 議 員 佐 々 木 恒 男 青 森 公 立 大 学

評 議 員 佐 藤 元 彦 愛 知 大 学

評 議 員 島 本 和 明 札 幌 医 科 大 学

評 議 員 下 山 宏 名 城 大 学

評 議 員 鈴 木 邦 雄 横 浜 国 立 大 学

評 議 員 髙 阪 薫 甲 南 大 学

評 議 員 髙 野 二 郎 東 海 大 学

評 議 員 竹 村 牧 男 東 洋 大 学

評 議 員 戸 苅 創 名 古 屋 市 立 大 学

評 議 員 中 島 三 千 男 神 奈 川 大 学

評 議 員 畑 博 行 近 畿 大 学

評 議 員 波 田 善 夫 岡 山 理 科 大 学

評 議 員 日 髙 義 博 専 修 大 学

評 議 員 福 井 直 敬 武 蔵 野 音 楽 大 学

評 議 員 福 井 憲 彦 学 習 院 大 学

評 議 員 福 田 秀 樹 神 戸 大 学

評 議 員 藤 嶋 昭 東 京 理 科 大 学

評 議 員 星 宮 望 東 北 学 院 大 学

評 議 員 松 本 紘 京 都 大 学

評 議 員 ミ カ エ ル カ ル マ ノ 南 山 大 学

評 議 員 森 本 三 義 松 山 大 学

評 議 員 薬 師 寺 道 明 久 留 米 大 学

評 議 員 吉 岡 知 哉 立 教 大 学

評 議 員 若 原 道 昭 龍 谷 大 学
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３．顧問

役 名 氏 名 所 属 名

元副会長 川 井 健 元 一 橋 大 学 長

元副会長 塩 野 谷 祐 一 元 一 橋 大 学 長

元副会長 清 水 司 元 早 稲 田 大 学 総 長

元 会 長 末 松 安 晴 元 東 京 工 業 大 学 長

元 会 長 田 中 郁 三 元 東 京 工 業 大 学 長

元 会 長 戸 田 修 三 元 中 央 大 学 長

元 会 長 西 原 春 夫 元 早 稲 田 大 学 総 長

元副会長 肥 田 野 直 元 東 京 大 学 教 授

元 会 長 和 田 光 史 元 九 州 大 学 総 長

役 名 氏 名 所 属 名

議 長 鈴 木 守 上 武 大 学

委 員 磯 野 可 一 千 葉 大 学

委 員 生 和 秀 敏 大 学 基 準 協 会

委 員 寺 﨑 昌 男 学 校 法 人 立 教 学 院

委 員 三 浦 宏 文 工 学 院 大 学

委 員 山 口 徹 株式会社ＰＨＰ研究所

委 員 山 崎 光 雄 学校法人共立女子学園

４．運営諮問会議
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役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 佐 藤 東 洋 士 桜 美 林 大 学

副 委 員 長 鈴 木 久 敏 筑 波 大 学

委 員 井 上 琢 智 関 西 学 院 大 学

委 員 上 野 淳 首 都 大 学 東 京

委 員 圓 月 勝 博 同 志 社 大 学

委 員 風 間 晴 子 国 際 基 督 教 大 学

委 員 加 藤 哲 夫 早 稲 田 大 学

委 員 木 村 雄 二 工 学 院 大 学

委 員 郡 健 二 郎 名 古 屋 市 立 大 学

委 員 小 山 勝 二 京 都 大 学

委 員 鈴 木 孝 夫 青森県立保健大学

委 員 西 村 靖 敬 千 葉 大 学

委 員 浜 村 彰 法 政 大 学

委 員 肥 田 野 登 東 京 工 業 大 学

委 員 廣 瀬 幹 好 関 西 大 学

委 員 淵 田 吉 男 九 州 大 学

委 員 松 谷 美 和 子 聖 路 加 看 護 大 学

委 員 宮 崎 文 夫 大 阪 大 学

委 員 森 裕 志 岐 阜 薬 科 大 学

委 員 渡 辺 秀 樹 慶 應 義 塾 大 学

役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 井 上 琢 智 関 西 学 院 大 学

委 員 木 村 雄 二 工 学 院 大 学

委 員 生 和 秀 敏 大 学 基 準 協 会

委 員 浜 村 彰 法 政 大 学

委 員 淵 田 吉 男 九 州 大 学

委 員 渡 辺 秀 樹 慶 應 義 塾 大 学

（１）基準委員会ワーキング・グループ

５．基準委員会　
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役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 鈴 木 典 比 古 国 際 基 督 教 大 学

副委員長 清 水 一 彦 筑 波 大 学

委 員 新 井 泰 彦 関 西 大 学

委 員 井 上 琢 智 関 西 学 院 大 学

委 員 漆 原 朗 子 北 九 州 市 立 大 学

委 員 越 後 屋 朗 同 志 社 大 学

委 員 岡 田 益 男 東 北 大 学

委 員 菊 地 京 子 津 田 塾 大 学

委 員 木 村 彰 方 東 京 医 科 歯 科 大 学

委 員 木 村 雄 二 工 学 院 大 学

委 員 久 保 猛 志 金 沢 工 業 大 学

委 員 幸 﨑 秀 樹 九 州 大 学

委 員 郡 健 二 郎 名 古 屋 市 立 大 学

委 員 桜 本 光 慶 應 義 塾 大 学

委 員 佐 野 慶 子 佐野公認会計士事務所

委 員 柴 忠 義 北 里 大 学

委 員 髙 木 克
元 千 代 田 区 立
九 段 中 等 教 育 学 校

委 員 辻 本 豪 三 京 都 大 学

委 員 土 田 健 次 郎 早 稲 田 大 学

委 員 外 池 力 明 治 大 学

委 員 長 島 重 夫 元株式会社日立製作所

委 員 中 津 井 泉 元株式会社リクルート

委 員 西 村 靖 敬 千 葉 大 学

委 員 浜 村 彰 法 政 大 学

委 員 平 尾 雅 彦 大 阪 大 学

委 員 水 本 哲 弥 東 京 工 業 大 学

委 員 宮 原 勇 名 古 屋 大 学

委 員 山 縣 裕 一 郎 東 洋 経 済 新 報 社

委 員 山 本 眞 一 広 島 大 学

委 員 湯 淺 恭 正 大 阪 市 立 大 学

幹 事 川 﨑 友 嗣 関 西 大 学

幹 事 堀 井 祐 介 金 沢 大 学

特別大学
評 価 員

大 澤 慶 子 大 学 基 準 協 会

６．大学評価

（１）大学評価委員会
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第　１　群 第　２　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 堀 川 徹 京 都 外 国 語 大 学 主査 福 地 一 首 都 大 学 東 京

委員 佐 々 木 英 昭 龍 谷 大 学 委員 磯 前 秀 二 名 城 大 学

委員 佐 藤 貢 悦 筑 波 大 学 委員 上 和 田 茂 九 州 産 業 大 学

委員 村 田 路 人 大 阪 大 学 委員 重 岡 成 近 畿 大 学

委員 曽 我 部 潔 上 智 大 学

第　３　群 第　４　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 髙 井 伸 二 北 里 大 学 主査 矢 島 基 美 上 智 大 学

委員 柴 崎 和 夫 國 學 院 大 學 委員 佐 藤 鉄 男 中 央 大 学

委員 清 水 一 政 日本獣医生命科学大学 委員 副 田 隆 重 南 山 大 学

委員 田 所 忠 弘 東 京 農 業 大 学 委員 辻 脇 葉 子 明 治 大 学

委員 丸 田 一 裕 藤 田 保 健 衛 生 大 学

第　５　群 第　６　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 佐 藤 秀 郎 茨 城 県 立 医 療 大 学 主査 栗 原 裕 大 妻 女 子 大 学

委員 康 東 天 九 州 大 学 委員 岡 島 雅 興 フェリス女学院大学

委員 式 守 晴 子 静 岡 県 立 大 学 委員 金 子 健 明 治 学 院 大 学

委員 西 田 和 子 久 留 米 大 学 委員 篠 原 厚 子 清 泉 女 子 大 学

委員 高 橋 み や 子 京 都 橘 大 学

委員 寺 本 ま り 子 武 蔵 野 音 楽 大 学

委員 深 澤 徹 神 奈 川 大 学

第　７　群 第　８　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 住 友 雅 人 日 本 歯 科 大 学 主査 武 井 麻 子 日本赤十字看護大学

委員 河 合 達 志 愛 知 学 院 大 学 委員 奥 宮 暁 子 札 幌 医 科 大 学

委員 白 川 哲 夫 日 本 大 学 委員 斎 藤 真 三 重 県 立 看 護 大 学

委員 鈴 木 邦 明 北 海 道 大 学 委員 髙 橋 眞 理 北 里 大 学

（２）大学評価分科会
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第　９　群 第　10　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 高 橋 敏 夫 拓 殖 大 学 主査 菊 永 茂 司 ノートルダム清心女子大学

委員 中 光 政 東 京 経 済 大 学 委員 岩 佐 壮 四 郎 関 東 学 院 大 学

委員 原 田 昇 東 京 理 科 大 学 委員 坂 本 辰 朗 創 価 大 学

委員 山 本 勝 愛 知 工 業 大 学 委員 中 村 圭 吾 大 妻 女 子 大 学

委員 森 田 典 正 早 稲 田 大 学

委員 渡 部 茂 己 常 磐 大 学

第　11　群 第　12　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 里 見 賢 治 佛 教 大 学 主査 岩 田 勝 雄 立 命 館 大 学

委員 高 山 直 樹 東 洋 大 学 委員 植 田 欣 次 創 価 大 学

委員 栃 本 一 三 郎 上 智 大 学 委員 大 下 勇 二 法 政 大 学

委員 古 川 真 人 昭 和 女 子 大 学 委員 松 村 文 人 名 古 屋 市 立 大 学

第　13　群 第　14　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 福 田 豊 生 関 西 学 院 大 学 主査 水 本 哲 弥 東 京 工 業 大 学

委員 浅 山 龍 一 創 価 大 学 委員 浦 上 弘 新 潟 薬 科 大 学

委員 金 澤 成 保 大 阪 産 業 大 学 委員 春 日 明 夫 東 京 造 形 大 学

委員 坂 本 勝 法 政 大 学 委員 松 本 和 也 近 畿 大 学

委員 中 塚 利 直 首 都 大 学 東 京 委員 宮 島 慎 吾 武 蔵 野 美 術 大 学

委員 西 村 公 雄 同 志 社 女 子 大 学 委員 森 川 信 男 青 山 学 院 大 学

第　15　群 第　16　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 中 井 紀 明 桃 山 学 院 大 学 主査 漆 原 朗 子 北 九 州 市 立 大 学

委員 岩 下 裕 一 和 洋 女 子 大 学 委員 岩 佐 昌 暲 熊 本 学 園 大 学

委員 小 林 武 京 都 産 業 大 学 委員 富 永 憲 生 広 島 市 立 大 学

委員 高 村 忠 成 創 価 大 学 委員 三 好 準 之 助 京 都 産 業 大 学

委員 西 田 昌 司 神 戸 女 学 院 大 学

第　17　群 第　18　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 山 本 眞 一 広 島 大 学 主査 星 野 英 紀 大 正 大 学

委員 兼 村 髙 文 明 治 大 学 委員 奥 山 直 司 高 野 山 大 学

委員 十 河 清 北 里 大 学 委員 龍 溪 章 雄 龍 谷 大 学

委員 平 田 雅 博 青 山 学 院 大 学
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第　19　群 第　20　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 木 村 彰 方 東 京 医 科 歯 科 大 学 主査 靎 見 誠 良 法 政 大 学

委員 川 本 利 恵 子 九 州 大 学 委員 篠 原 敏 彦 明 治 大 学

委員 長 尾 光 城 川 崎 医 療 福 祉 大 学 委員 橋 谷 弘 東 京 経 済 大 学

委員 畑 埜 義 雄 和歌山県立医科大学 委員 森 徹 名 古 屋 市 立 大 学

委員 福 田 恵 一 慶 應 義 塾 大 学

第　21　群 第　22　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 永 井 進 法 政 大 学 主査 吉 田 良 夫 熊 本 学 園 大 学

委員 黒 田 裕 子 北 里 大 学 委員 国 分 充 東 京 学 芸 大 学

委員 高 橋 伸 子 国 士 舘 大 学 委員 土 肥 伊 都 子 神戸松蔭女子学院大学

委員 武 田 利 明 岩 手 県 立 大 学 委員 中 村 好 志 椙 山 女 学 園 大 学

委員 中 田 善 啓 甲 南 大 学 委員 山 根 千 弘 神 戸 女 子 大 学

委員 萩 原 伸 次 郎 横 浜 国 立 大 学 委員 吉 野 政 治 同 志 社 女 子 大 学

第　23　群 第　24　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 西 村 靖 敬 千 葉 大 学 主査 森 秀 樹 元 立 教 大 学

委員 阿 部 泰 明 南 山 大 学 委員 大 日 向 雅 美 恵 泉 女 学 園 大 学

委員 伊 藤 裕 子 文 京 学 院 大 学 委員 高 砂 美 樹 東 京 国 際 大 学

委員 新 熊 清 名 古 屋 学 院 大 学 委員 三 星 宗 雄 神 奈 川 大 学

第　25　群 第　26　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 白 幡 晶 城 西 大 学 主査 小 林 均 甲 南 大 学

委員 小 澤 孝 一 郎 広 島 大 学 委員 角 本 伸 晃 椙 山 女 学 園 大 学

委員 杉 原 多 公 通 新 潟 薬 科 大 学 委員 北 原 徹 立 教 大 学

委員 早 川 和 一 金 沢 大 学 委員 松 丸 和 夫 中 央 大 学

委員 森 下 正 明 治 大 学

第　27　群 第　28　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 酒 井 正 三 郎 中 央 大 学 主査 久 保 猛 志 金 沢 工 業 大 学

委員 秋 元 浩 一 名 古 屋 学 院 大 学 委員 植 藤 正 志 追 手 門 学 院 大 学

委員 岸 川 典 昭 名 城 大 学 委員 蒲 生 忍 杏 林 大 学

委員 則 定 隆 男 関 西 学 院 大 学 委員 小 林 進 東 京 理 科 大 学

委員 森 山 哲 美 常 磐 大 学 委員 山 岸 明 彦 東 京 薬 科 大 学
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第　29　群 第　30　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 松 原 康 雄 明 治 学 院 大 学 主査 幸 﨑 秀 樹 九 州 大 学

委員 池 田 雅 子 北 星 学 園 大 学 委員 圓 月 勝 博 同 志 社 大 学

委員 佐 々 木 利 廣 京 都 産 業 大 学 委員 須 川 い ず み 京都ノートルダム女子大学

委員 田 中 浩 子 中 村 学 園 大 学 委員 中 村 憲 首 都 大 学 東 京

委員 三 浦 俊 二 東 北 福 祉 大 学

第　31　群 第　32　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 北 村 和 夫 聖 心 女 子 大 学 主査 小 村 健 東 京 医 科 歯 科 大 学

委員 野 田 陽 子 淑 徳 大 学 委員 内 田 隆 広 島 大 学

委員 長 谷 泰 明 治 学 院 大 学 委員 金 田 文 雄 広 島 女 学 院 大 学

委員 針 本 正 行 國 學 院 大 學 委員 北 村 憲 司 福 岡 歯 科 大 学

委員 薬 袋 秀 樹 筑 波 大 学

第　33　群 第　34　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 石 川 紘 一 日 本 大 学 主査 傳 法 公 麿 藤 女 子 大 学

委員 坂 元 亨 宇 慶 應 義 塾 大 学 委員 島 﨑 恒 藏 日 本 女 子 大 学

委員 山 本 博 金 沢 大 学 委員 古 屋 健 立 正 大 学

委員 吉 田 俊 治 藤 田 保 健 衛 生 大 学 委員 前 平 泰 志 京 都 大 学

委員 宮 嶋 邦 明 京 都 橘 大 学

第　35　群 第　36　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 清 水 稔 佛 教 大 学 主査 郡 健 二 郎 名 古 屋 市 立 大 学

委員 金 戸 武 阪 南 大 学 委員 河 口 て る 子 日本赤十字看護大学

委員 陶 山 計 介 関 西 大 学 委員 小 山 信 彌 東 邦 大 学

委員 原 聰 駿 河 台 大 学 委員 澤 井 高 志 岩 手 医 科 大 学

委員 深 谷 輝 彦 椙 山 女 学 園 大 学
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第　37　群 第　38　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 菊 地 京 子 津 田 塾 大 学 主査 田 中 博 東 京 医 科 歯 科 大 学

委員 井 上 枝 一 郎 関 東 学 院 大 学 委員 鎌 田 博 筑 波 大 学

委員 千 葉 敦 常 磐 大 学 委員 杉 浦 麗 子 近 畿 大 学

委員 谷 口 正 厚 沖 縄 大 学 委員 仲 隆 九 州 産 業 大 学

第　39　群 第　40　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 庄 野 進 国 立 音 楽 大 学 主査 野 村 芳 正 千 葉 大 学

委員 石 王 敦 子 追 手 門 学 院 大 学 委員 小 沢 健 市 立 教 大 学

委員 北 島 己 佐 吉 九 州 産 業 大 学 委員 杉 本 徹 雄 上 智 大 学

委員 中 川 俊 宏 武 蔵 野 音 楽 大 学 委員 時 岡 規 夫 成 蹊 大 学

委員 馬 渕 明 子 日 本 女 子 大 学

委員 宮 沢 誠 一 日 本 大 学

委員 森 山 明 子 武 蔵 野 美 術 大 学

第　41　群 第　42　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 飯 田 加 奈 恵 杏 林 大 学 主査 宮 原 勇 名 古 屋 大 学

委員 玉 田 章 三 重 県 立 看 護 大 学 委員 井 上 一 郎 京 都 産 業 大 学

委員 西 村 真 実 子 石 川 県 立 看 護 大 学 委員 井 上 義 雄 東 邦 大 学

委員 三 上 れ つ 慶 應 義 塾 大 学 委員 植 村 勝 慶 國 學 院 大 學

委員 岡 孝 学 習 院 大 学

委員 関 谷 富 男 埼 玉 工 業 大 学

委員 南 林 さ え 子 駿 河 台 大 学

委員 山 中 博 心 福 岡 大 学

第　43　群 第　44　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 吉 岡 俊 正 東 京 女 子 医 科 大 学 主査 小 野 祥 子 東 京 女 子 大 学

委員 代 田 浩 之 順 天 堂 大 学 委員 稲 冨 恵 子 順 天 堂 大 学

委員 飛 松 省 三 九 州 大 学 委員 大 嶋 恭 二 共 立 女 子 大 学

委員 野 島 孝 之 金 沢 医 科 大 学 委員 大 山 博 法 政 大 学

委員 柏 木 由 夫 大 妻 女 子 大 学

委員 田 中 美 恵 子 東 京 女 子 医 科 大 学
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第　45　群 第　46　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 仙 波 憲 一 青 山 学 院 大 学 主査 和 田 裕 長 岡 造 形 大 学

委員 小 西 砂 千 夫 関 西 学 院 大 学 委員 近 藤 秀 實 多 摩 美 術 大 学

委員 澤 井 実 大 阪 大 学 委員 高 橋 幸 次 日 本 大 学

委員 長 吉 眞 一 明 治 大 学 委員 穂 積 穀 重 筑 波 大 学

第　47　群 第　48　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 五 味 田 裕 就 実 大 学 主査 金 子 朝 子 昭 和 女 子 大 学

委員 荒 井 謙 次 岐 阜 薬 科 大 学 委員 加 藤 和 夫 金 沢 大 学

委員 寺 田 勝 英 東 邦 大 学 委員 田 中 一 成 長 崎 県 立 大 学

委員 中 西 義 信 金 沢 大 学 委員 柳 川 敏 彦 和歌山県立医科大学

委員 矢 野 賀 子 岐 阜 聖 徳 学 園 大 学

第　49　群 第　50　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 上 泉 和 子 青 森 県 立 保 健 大 学 主査 境 忠 宏 淑 徳 大 学

委員 大 池 美 也 子 九 州 大 学 委員 関 口 理 久 子 関 西 大 学

委員 笠 松 隆 洋 神 戸 市 看 護 大 学 委員 花 田 昌 宣 熊 本 学 園 大 学

委員 日 隈 ふ み 子 日本赤十字北海道看護大学 委員 水 野 隆 一 関 西 学 院 大 学
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（３）全学評価分科会 

第　１　群 第　２　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 土 田 健 次 郎 早 稲 田 大 学 主査 浜 村 彰 法 政 大 学

委員 金 城 一 雄 沖 縄 大 学 委員 小 淵 港 愛 媛 大 学

委員 伊 達 木 瀧 之 助 長 崎 県 立 大 学 委員 中 村 泰 將 獨 協 大 学

委員 福 井 千 春 中 央 大 学 委員 輪 田 裕 福 岡 大 学

幹事 大 澤 慶 子 大 学 基 準 協 会

第　３　群 第　４　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 間 々 田 孝 夫 立 教 大 学 主査 井 上 琢 智 関 西 学 院 大 学

委員 金 子 和 夫 ル ー テ ル 学 院 大 学 委員 伊 藤 俊 一 名 城 大 学

委員 亀 谷 秀 樹 埼 玉 工 業 大 学 委員 伊 藤 眞 筑 波 大 学

委員 西 平 賀 昭 筑 波 大 学 委員 福 瀧 博 之 関 西 大 学

第　５　群 第　６　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 越 後 屋 朗 同 志 社 大 学 主査 外 池 力 明 治 大 学

委員 中 井 伊 都 子 甲 南 大 学 委員 梅 垣 邦 胤 名 城 大 学

委員 平 田 桂 一 松 山 大 学 委員 落 合 優 横 浜 国 立 大 学

委員 松 田 直 群 馬 大 学 委員 柴 田 正 良 金 沢 大 学

幹事 大 澤 慶 子 大 学 基 準 協 会

第　７　群 第　８　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 木 村 雄 二 工 学 院 大 学 主査 桜 本 光 慶 應 義 塾 大 学

委員 鈴 木 朝 生 二 松 学 舎 大 学 委員 杉 谷 眞 佐 子 関 西 大 学

委員 野 口 雅 之 筑 波 大 学 委員 中 道 壽 一 北 九 州 市 立 大 学

委員 服 部 健 二 立 命 館 大 学 委員 水 口 章 敬 愛 大 学

幹事 川 﨑 友 嗣 関 西 大 学
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第　９　群 第　10　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 新 井 泰 彦 関 西 大 学 主査 平 尾 雅 彦 大 阪 大 学

委員 角 森 正 雄 神 戸 学 院 大 学 委員 川 端 正 久 龍 谷 大 学

委員 中 野 彰 武 庫 川 女 子 大 学 委員 後 藤 光 蔵 武 蔵 大 学

委員 名 取 昭 弘 亜 細 亜 大 学 委員 宮 澤 正 顯 近 畿 大 学

幹事 堀 井 祐 介 金 沢 大 学

第　11　群 第　12　群

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 清 水 浩 一 明 治 学 院 大 学 主査 辻 本 豪 三 京 都 大 学

委員 井 筒 次 郎 桐 蔭 横 浜 大 学 委員 鈴 木 志 津 枝 神 戸 市 看 護 大 学

委員 馬 田 啓 一 杏 林 大 学 委員 本 川 渉 福 岡 歯 科 大 学

委員 長 谷 川 彰 桃 山 学 院 大 学 委員 山 本 隆 宣 帝 塚 山 大 学

第　13　群

役名 氏 名 所 属 名

主査 鈴 木 直 関 西 大 学

委員 大 城 光 正 京 都 産 業 大 学

委員 東 山 弘 子 佛 教 大 学

委員 宮 崎 昭 九 州 国 際 大 学
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（４）専門評価分科会

１．教養学系第１専門評価分科会 ２．教養学系第２専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 小 林 宏 光 上 智 大 学 主査 垣 内 伸 彦 愛 知 大 学

委員 関 口 和 男 法 政 大 学 委員 外 山 み ど り 学 習 院 大 学

委員 寺 嶋 秀 明 神 戸 学 院 大 学 委員 森 茂 太 郎 九 州 大 学

３．文理学系専門評価分科会 ４．文学系第１専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 清 水 潔 皇 學 館 大 學 主査 飯 田 良 明 実 践 女 子 大 学

委員 佐 々 木 一 也 立 教 大 学 委員 戸 田 仁 就 実 大 学

委員 杉 浦 芳 夫 首 都 大 学 東 京 委員 三 隅 一 百 九 州 大 学

委員 宮 地 晶 彦 東 京 女 子 大 学 委員 三 好 章 愛 知 大 学

５．文学系第２専門評価分科会 ６．文学系第３専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 高 橋 秀 雄 元 愛 知 大 学 主査 小 林 章 夫 上 智 大 学

委員 追 立 祐 嗣 沖 縄 国 際 大 学 委員 中 原 健 二 佛 教 大 学

委員 鈴 木 達 也 南 山 大 学 委員 松 岡 尚 敏 宮 城 教 育 大 学

７．文学系第４専門評価分科会 ８．文学系第５専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 西 山 力 也 日 本 女 子 大 学 主査 青 山 義 孝 甲 南 大 学

委員 田 島 孝 東 洋 大 学 委員 石 川 立 同 志 社 大 学

委員 李 相 哲 龍 谷 大 学 委員 松 田 俊 道 中 央 大 学

９．神学系専門評価分科会 10．外国語学系第１専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 山 田 耕 太 敬 和 学 園 大 学 主査 奥 田 宏 子 神 奈 川 大 学

委員 島 田 勝 巳 天 理 大 学 委員 高 橋 勇 二 龍 谷 大 学

委員 西 原 廉 太 立 教 大 学 委員 新 倉 真 矢 子 上 智 大 学
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11．外国語学系第２専門評価分科会 12．外国語学系第３専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 稲 木 昭 子 追 手 門 学 院 大 学 主査 新 村 昭 雄 北 九 州 市 立 大 学

委員 岩 井 憲 幸 明 治 大 学 委員 寺 井 泰 明 桜 美 林 大 学

委員 中 村 純 作 立 命 館 大 学 委員 宮 崎 里 司 早 稲 田 大 学

13．日本文化学系専門評価分科会 14．国際文化学系第１専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 鷲 尾 龍 一 学 習 院 大 学 主査 森 田 安 一 元 日 本 女 子 大 学

委員 小 野 正 弘 明 治 大 学 委員 小 林 満 京 都 産 業 大 学

委員 山 口 直 孝 二 松 学 舎 大 学 委員 森 田 三 郎 甲 南 大 学

15．国際文化学系第２専門評価分科会 16．言語コミュニケーション学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 岡 田 清 一 東 北 福 祉 大 学 主査 有 村 兼 彬 甲 南 大 学

委員 小 林 勝 法 文 教 大 学 委員 大 西 哲 流 通 経 済 大 学

委員 Ｐｅｔｅｒ Ｅｖａｎｓ 法 政 大 学 委員 西 垣 内 泰 介 神戸松蔭女子学院大学

17．文化学系専門評価分科会 18．人文学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 千 々 和 到 國 學 院 大 學 主査 小 石 寛 文 神 戸 学 院 大 学

委員 宇 野 直 人 共 立 女 子 大 学 委員 塩 山 正 純 愛 知 大 学

委員 谷 口 廣 之 阪 南 大 学 委員 田 中 節 雄 椙 山 女 学 園 大 学

19．社会学系専門評価分科会 20．心理学系第１専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 對 馬 路 人 関 西 学 院 大 学 主査 高 橋 憲 男 北 海 道 医 療 大 学

委員 朝 倉 隆 司 東 京 学 芸 大 学 委員 青 山 謙 二 郎 同 志 社 大 学

委員 大 梶 俊 夫 創 価 大 学 委員 坂 上 雅 道 玉 川 大 学

21．心理学系第２専門評価分科会 22．心理科学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 鶴 光 代 跡 見 学 園 女 子 大 学 主査 田 畑 治 愛 知 学 院 大 学

委員 加 來 秀 俊 活 水 女 子 大 学 委員 古 賀 良 彦 杏 林 大 学

委員 吉 村 浩 一 法 政 大 学 委員 鳥 居 登 志 子 日 本 女 子 大 学
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23．国際関係学第１系専門評価分科会 24．国際関係学系第２専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 馬 渕 貞 利 東 京 学 芸 大 学 主査 岡 部 光 明 明 治 学 院 大 学

委員 高 木 功 創 価 大 学 委員 宿 南 達 志 郎 立 命 館 大 学

委員 高 橋 明 大 阪 大 学 委員 鈴 木 隆 獨 協 大 学

25．国際関係学部学系第３専門評価分科会 26．国際学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 池 田 十 吾 国 士 舘 大 学 主査 石 塚 茂 清 麗 澤 大 学

委員 大 東 和 武 司 広 島 市 立 大 学 委員 秋 月 望 明 治 学 院 大 学

委員 栗 田 充 治 亜 細 亜 大 学 委員 佐 藤 圭 一 国 士 舘 大 学

27．人間社会学系専門評価分科会 28．社会福祉学系第１専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 成 田 康 昭 立 教 大 学 主査 佐 々 木 敏 明 聖隷クリストファー大学

委員 大 野 博 之 福 岡 女 学 院 大 学 委員 加 登 田 恵 子 山 口 県 立 大 学

委員 中 根 光 敏 広 島 修 道 大 学 委員 西 郷 泰 之 大 正 大 学

29．社会福祉学系第２専門評価分科会 30．福祉経営学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 是 枝 祥 子 大 妻 女 子 大 学 主査 山 岡 義 典 法 政 大 学

委員 阿 部 裕 二 東 北 福 祉 大 学 委員 斎 藤 観 之 助 川 崎 医 療 福 祉 大 学

委員 清 澤 達 夫 聖 学 院 大 学 委員 坂 本 眞 一 郎 宮 城 大 学

委員 宋 仁 守 大 阪 経 済 大 学

委員 千 葉 浩 彦 淑 徳 大 学

委員 森 若 文 雄 北 海 道 医 療 大 学

31．法学系第１専門評価分科会 32．法学系第２専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 岡 本 博 志 北 九 州 市 立 大 学 主査 渡 辺 則 芳 国 士 舘 大 学

委員 新 城 将 孝 沖 縄 大 学 委員 大 村 芳 昭 中 央 学 院 大 学

委員 柳 勝 司 名 城 大 学 委員 三 浦 顕 一 郎 白 鷗 大 学

33．法学系第３専門評価分科会 34．法学系第４専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 平 野 武 龍 谷 大 学 主査 吉 田 宣 之 桐 蔭 横 浜 大 学

委員 飯 田 順 三 創 価 大 学 委員 辻 泰 一 郎 明 治 学 院 大 学

委員 山 口 康 夫 国 士 舘 大 学 委員 村 主 道 美 学 習 院 大 学
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35．法学系第５専門評価分科会 36．法学系第６専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 出 口 正 義 筑 波 大 学 主査 川 北 靖 之 京 都 産 業 大 学

委員 堅 田 剛 獨 協 大 学 委員 佐 々 木 光 明 神 戸 学 院 大 学

委員 朴 元 奎 北 九 州 市 立 大 学 委員 山 本 忠 弘 名 城 大 学

37．法学系第７専門評価分科会 38．法科大学院専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 辻 伸 行 上 智 大 学 主査 野 村 稔 早 稲 田 大 学

委員 小 池 治 横 浜 国 立 大 学 委員 明 石 欽 司 慶 應 義 塾 大 学

委員 佐 藤 敬 二 立 命 館 大 学 委員 小 野 寺 忍 専 修 大 学

委員 金 井 貴 嗣 中 央 大 学

委員 工 藤 祐 巌 明 治 大 学

委員 高 橋 広 次 南 山 大 学

委員 竹 下 賢 関 西 大 学

委員 藤 岡 一 郎 京 都 産 業 大 学

39．政治経済学系専門評価分科会 40．経済学系第１専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 横 山 彰 中 央 大 学 主査 紺 井 博 則 國 學 院 大 學

委員 澤 田 幹 金 沢 大 学 委員 高 瀬 光 夫 福 岡 大 学

委員 中 村 孝 文 武 蔵 野 大 学 委員 瀧 敦 弘 広 島 大 学

41．経済学系第２専門評価分科会 42．経済学系第３専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 小 淵 洋 一 城 西 大 学 主査 上 山 邦 雄 城 西 大 学

委員 梅 井 道 生 沖 縄 国 際 大 学 委員 小 林 孝 次 創 価 大 学

委員 服 部 彰 福 岡 大 学 委員 藤 井 盛 夫 日 本 大 学

43．経済学系第４専門評価分科会 44．経済学系第５専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 牧 野 香 三 名 古 屋 経 済 大 学 主査 山 本 雄 一 郎 兵 庫 県 立 大 学

委員 岩 田 智 北 海 道 大 学 委員 數 阪 孝 志 神 奈 川 大 学

委員 樫 原 正 澄 関 西 大 学 委員 竹 廣 良 司 同 志 社 大 学
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45．経済学系第６専門評価分科会 46．経済学系第７専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 内 山 敏 典 九 州 産 業 大 学 主査 松 下 正 弘 青 山 学 院 大 学

委員 江 川 育 志 兵 庫 県 立 大 学 委員 岩 本 武 和 京 都 大 学

委員 友 野 典 男 明 治 大 学 委員 野 村 宗 訓 関 西 学 院 大 学

47．経済学系第８専門評価分科会 48．経済学系第９専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 宮 川 彰 首 都 大 学 東 京 主査 山 内 良 一 熊 本 学 園 大 学

委員 田 中 則 仁 神 奈 川 大 学 委員 福 田 充 男 京 都 産 業 大 学

委員 萩 原 泰 治 神 戸 大 学 委員 藤 本 浩 明 福 岡 大 学

49．経済学系第10専門評価分科会 50．経営学系第１専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 石 澤 末 三 帝 塚 山 大 学 主査 河 野 大 機 東 洋 大 学

委員 大 矢 野 栄 次 久 留 米 大 学 委員 井 上 崇 通 明 治 大 学

委員 仁 平 耕 一 敬 愛 大 学 委員 石 内 孔 治 久 留 米 大 学

51．経営学系第２専門評価分科会 52．経営学系第３専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 仲 田 正 機 京 都 橘 大 学 主査 田 中 照 純 立 命 館 大 学

委員 奥 山 正 剛 沖 縄 大 学 委員 境 新 一 成 城 大 学

委員 牧 浦 健 二 近 畿 大 学 委員 榊 原 正 幸 青 山 学 院 大 学

53．経営学系第４専門評価分科会 54．総合経営学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 井 上 洋 東 京 理 科 大 学 主査 宮 本 順 二 朗 帝 塚 山 大 学

委員 池 内 秀 己 九 州 産 業 大 学 委員 井 形 浩 治 大 阪 経 済 大 学

委員 黒 川 行 治 慶 應 義 塾 大 学 委員 黒 澤 和 人 白 鷗 大 学

55．情報学系第１専門評価分科会 56．情報学系第２専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 安 藤 明 之 東 京 経 済 大 学 主査 有 澤 博 横 浜 国 立 大 学

委員 浜 辺 隆 二 福 岡 工 業 大 学 委員 小 林 康 秀 広 島 市 立 大 学

委員 森 田 均 長 崎 県 立 大 学 委員 山 本 英 二 岡 山 理 科 大 学
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57．商学系第１専門評価分科会 58．商学系第２専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 山 中 馨 創 価 大 学 主査 柴 孝 夫 京 都 産 業 大 学

委員 浅 岡 由 美 中 村 学 園 大 学 委員 神 田 良 明 治 学 院 大 学

委員 遠 藤 彰 郎 國 學 院 大 學 委員 千 葉 準 一 法 政 大 学

委員 徳 永 善 昭 亜 細 亜 大 学

委員 藤 井 耐 高 千 穂 大 学

委員 吉 田 康 久 九 州 産 業 大 学

59．商学系第３専門評価分科会 60．商学系第４専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 川 合 研 福 岡 大 学 主査 深 山 明 関 西 学 院 大 学

委員 志 賀 理 同 志 社 大 学 委員 濱 田 弘 樹 釧 路 公 立 大 学

委員 白 戸 伸 一 明 治 大 学 委員 藤 本 寿 良 大 阪 経 済 大 学

61．理学系専門評価分科会 62．地球環境科学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 重 松 利 彦 甲 南 大 学 主査 南 川 雅 男 北 海 道 大 学

委員 家 城 和 夫 立 教 大 学 委員 嶋 本 薫 早 稲 田 大 学

委員 森 脇 淳 京 都 大 学 委員 星 野 卓 二 岡 山 理 科 大 学

63．理工学系第１専門評価分科会 64．理工学系第２専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 竹 内 則 雄 法 政 大 学 主査 吉 井 彰 日 本 女 子 大 学

委員 近 匡 成 蹊 大 学 委員 小 林 憲 司 千 葉 工 業 大 学

委員 久 枝 良 雄 九 州 大 学 委員 平 栗 健 二 東 京 電 機 大 学

65．総合理工学系専門評価分科会 66．情報理工学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 小 林 淳 秋 田 県 立 大 学 主査 増 永 良 文 青 山 学 院 大 学

委員 江 崎 秀 近 畿 大 学 委員 田 口 亮 東 京 都 市 大 学

委員 菅 原 洋 子 北 里 大 学 委員 林 朗 広 島 市 立 大 学

67．環境創造学系専門評価分科会 68．生物理工学系専門分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 伊 藤 朋 恭 大 妻 女 子 大 学 主査 川 島 徳 道 桐 蔭 横 浜 大 学

委員 小 野 宏 哉 麗 澤 大 学 委員 大 島 範 子 東 邦 大 学

委員 菊 地 立 東 北 学 院 大 学 委員 中 田 博 京 都 産 業 大 学
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69．工学系第１専門評価分科会 70．工学系第２専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 杉 江 他 曾 宏 兵 庫 県 立 大 学 主査 菅 和 利 芝 浦 工 業 大 学

委員 中 楯 末 三 東 京 工 芸 大 学 委員 高 田 一 横 浜 国 立 大 学

委員 村 上 雅 人 芝 浦 工 業 大 学 委員 吉 村 賢 治 福 岡 大 学

　

71．工学系第３専門評価分科会 72．生産工学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 日 下 部 治 東 京 工 業 大 学 主査 神 田 雄 一 東 洋 大 学

委員 猪 股 宏 東 北 大 学 委員 梶 原 康 博 首 都 大 学 東 京

委員 花 泉 修 群 馬 大 学 委員 堂 垣 正 博 関 西 大 学

73．産業工学系専門評価分科会 74．国際環境経営学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 本 阿 弥 眞 治 東 京 理 科 大 学 主査 並 松 信 久 京 都 産 業 大 学

委員 新 田 克 己 東 京 工 業 大 学 委員 岡 敏 弘 福 井 県 立 大 学

委員 龍 有 二 北 九 州 市 立 大 学 委員 恩 地 典 雄 京 都 精 華 大 学

75．芸術工学系専門評価分科会 76．情報通信・組込み技術学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 小 濵 芳 朗 名 古 屋 市 立 大 学 主査 樋 口 龍 雄 東 北 工 業 大 学

委員 鈴 木 賢 次 日 本 女 子 大 学 委員 半 谷 精 一 郎 東 京 理 科 大 学

委員 田 口 敦 子 多 摩 美 術 大 学 委員 本 多 敏 慶 應 義 塾 大 学

77．開発工学系専門評価分科会 78．農学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 中 野 久 松 法 政 大 学 主査 岡 島 秀 治 東 京 農 業 大 学

委員 竹 内 実 京 都 産 業 大 学 委員 大 野 隆 神 戸 大 学

委員 松 尾 崇 神 奈 川 工 科 大 学 委員 近 藤 悟 千 葉 大 学

79．生物資源科学系専門評価分科会 80．海洋学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 高 島 郁 夫 北 海 道 大 学 主査 今 林 博 道 広 島 大 学

委員 小 林 達 明 千 葉 大 学 委員 林 祐 司 神 戸 大 学

委員 徳 永 澄 憲 筑 波 大 学 委員 松 野 健 九 州 大 学
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81．生物科学系専門評価分科会 82．医学系第１専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 谷 口 吉 弘 立 命 館 大 学 主査 森 田 育 男 東 京 医 科 歯 科 大 学

委員 内 田 隆 史 東 北 大 学 委員 新 井 一 順 天 堂 大 学

委員 都 筑 幹 夫 東 京 薬 科 大 学 委員 石 竹 達 也 久 留 米 大 学

83．医学系第２専門評価分科会 84．歯学系第１専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 水 澤 英 洋 東 京 医 科 歯 科 大 学 主査 井 出 吉 信 東 京 歯 科 大 学

委員 手 島 昭 樹 大 阪 大 学 委員 天 野 敦 雄 大 阪 大 学

委員 柳 澤 裕 之 東京慈恵会医科大学 委員 山 内 六 男 朝 日 大 学

85．歯学系第２専門評価分科会 86．歯学系第３専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 岡 崎 正 之 広 島 大 学 主査 田 中 昭 男 大 阪 歯 科 大 学

委員 菅 原 俊 二 東 北 大 学 委員 江 尻 貞 一 朝 日 大 学

委員 関 本 恒 夫 日 本 歯 科 大 学 委員 寺 田 善 博 九 州 大 学

87．薬学系第１専門評価分科会 88．薬学系第２専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 富 岡 清 同 志 社 女 子 大 学 主査 佐 野 圭 二 神 戸 学 院 大 学

委員 金 澤 秀 子 慶 應 義 塾 大 学 委員 石 井 啓 太 郎 明 治 薬 科 大 学

委員 竹 谷 孝 一 東 京 薬 科 大 学 委員 山 方 健 司 福 岡 大 学

89．看護福祉学系専門評価分科会 90．保健科学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 志 波 充 和歌山県立医科大学 主査 小 西 美 智 子 岐 阜 県 立 看 護 大 学

委員 太 田 勝 正 名 古 屋 大 学 委員 乾 公 美 札 幌 医 科 大 学

委員 栗 田 喜 勝 吉 備 国 際 大 学 委員 岡 島 康 友 杏 林 大 学

91．健康科学系第１専門評価分科会 92．健康科学系第２専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 清 水 不 二 雄 新 潟 青 陵 大 学 主査 島 内 憲 夫 順 天 堂 大 学

委員 小 山 田 浩 子 大 阪 市 立 大 学 委員 峰 島 厚 立 命 館 大 学

委員 田 口 豊 郁 川 﨑 医 療 福 祉 大 学 委員 村 田 あ が 跡 見 学 園 女 子 大 学
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93．体育学系専門評価分科会 94．スポーツ・健康科学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 柏 森 康 雄 大 阪 体 育 大 学 主査 形 本 静 夫 順 天 堂 大 学

委員 山 下 和 彦 福 岡 大 学 委員 大 貫 秀 明 駿 河 台 大 学

委員 山 本 親 名 古 屋 学 院 大 学 委員 真 田 久 筑 波 大 学

95．芸術学系専門評価分科会 96．造形芸術学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 樋 口 隆 一 明 治 学 院 大 学 主査 渡 辺 真 京 都 市 立 芸 術 大 学

委員 塚 田 章 京 都 市 立 芸 術 大 学 委員 神 原 正 明 倉 敷 芸 術 科 学 大 学

委員 守 屋 正 彦 筑 波 大 学 委員 葉 山 勉 京 都 精 華 大 学

97．人間科学系専門評価分科会 98．文化財学・国際協力学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 深 津 千 賀 子 大 妻 女 子 大 学 主査 松 下 洋 京 都 女 子 大 学

委員 小 西 加 保 留 関 西 学 院 大 学 委員 鋤 柄 俊 夫 同 志 社 大 学

委員 寺 沢 正 晴 神 奈 川 大 学 委員 平 山 育 男 長 岡 造 形 大 学

委員 馬 渕 悟 東 海 大 学

99．グローバル･ビジネス学系専門評価分科会 100．総合科学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名 役名 氏　　名 所　属　名

主査 唐 沢 昌 敬 青 山 学 院 大 学 主査 武 部 隆 京 都 大 学

委員 池 島 政 広 亜 細 亜 大 学 委員 大 江 守 之 慶 應 義 塾 大 学

委員 松 井 泰 則 立 教 大 学 委員 野 口 範 子 同 志 社 大 学

101．総合社会情報学系専門評価分科会

役名 氏　　名 所　属　名

主査 奥 川 義 尚 京 都 外 国 語 大 学

委員 東 茂 美 福 岡 女 学 院 大 学

委員 藤 井 賢 治 青 山 学 院 大 学
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役名 氏 名 所 属 名

主査 柴 忠 義 学校法人北里研究所

委員 石 渡 朝 男 学 校 法 人 和 洋 学 園

委員 川 上 利 明 学 校 法 人 慶 應 義 塾

委員 神 林 新 学 校 法 人 東 洋 大 学

委員 黒 水 治 雄
株式会社早稲田大学プロパ
テ ィ マ ネ ジ メ ン ト

委員 斎 藤 勉 学校法人芝浦工業大学

委員 佐 野 慶 子 佐野公認会計士事務所

委員 重 田 勝 紀 学 校 法 人 関 西 大 学

委員 玉 造 竹 彦 学 校 法 人 中 央 大 学

委員 徳 田 守 学校法人金沢工業大学

委員 松 本 香 公認会計士松本香事務所

役名 氏 名 所 属 名

主査 赤 岩 英 夫 元 群 馬 大 学

委員 佐 野 慶 子 佐野公認会計士事務所

委員 白 崎 賢 治 札 幌 医 科 大 学

委員 遠 山 澄 雄 横 浜 市 立 大 学

委員 松 本 香 公認会計士松本香事務所

（５）大学財務評価分科会

大学財務評価分科会　国・公立大学部会名簿
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大学財務評価分科会　私立大学部会

第　１　部会 第　２　部会

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 川 上 利 明 学 校 法 人 慶 應 義 塾 主査 神 林 新 学 校 法 人 東 洋 大 学

委員 新 井 康 廣
元社団法人日本私立学校
振 興 ・ 共 済 事 業 団 委員 井 倉 博 学 校 法 人 近 畿 大 学

委員 後 藤 明 夫 学校法人北里研究所 委員 齋 藤 貢 学 校 法 人 日 本 大 学

委員 波 多 野 隆 一 学 校 法 人 獨 協 学 園

第　３　部会 第　４　部会

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 徳 田 守 学校法人金沢工業大学 主査 黒 水 治 雄
株式会社早稲田大学プロパ
テ ィ マ ネ ジ メ ン ト

委員 橘 昇 学校法人工学院大学 委員 尾 浪 英 人 学 校 法 人 学 習 院

委員 手 塚 修 一 学校法人東京理科大学 委員 柳 沼 寿 法 政 大 学

第　５　部会 （H22.4.1～H22.8.5） 第　６　部会

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 野 中 隆 司 学 校 法 人 福 岡 大 学 主査 重 田 勝 紀 学 校 法 人 関 西 大 学

委員 杉 﨑 正 彦 学校法人國學院大學 委員 豊 田 耕 三 学 校 法 人 立 命 館

委員 吉 田 由 紀 雄 学 校 法 人 同 志 社 委員 永 和 田 隆 一 学校法人神奈川大学

第　７　部会 第　８　部会

役名 氏 名 所 属 名 役名 氏 名 所 属 名

主査 斎 藤 勉 学校法人芝浦工業大学 主査 玉 造 竹 彦 学 校 法 人 中 央 大 学

委員 根 本 和 彦 学校法人津田塾大学 委員 大 久 保 武 学校法人根津育英会

委員 濱 口 顕 一 学 校 法 人 関 西 学 院 委員 林 信 道 学校法人東京女子大学

第　９　部会

役名 氏 名 所 属 名

主査 石 渡 朝 男 学 校 法 人 和 洋 学 園

委員 小 笠 原 渉 学 校 法 人 明 治 大 学

委員 平 井 雪 恵 学 校 法 人 立 教 学 院
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役名 氏 名 所 属 名

審査長 矢 田 俊 文 北 九 州 市 立 大 学

委員 植 木 俊 哉 東 北 大 学

委員 示 村 悦 二 郎
元北陸先端科学技術
大 学 院 大 学

委員 高 井 昌 史 株式会社紀伊國屋書店

委員 千 葉 吉 裕
全 国 高 等 学 校
進 路 指 導 協 議 会

委員 永 井 和 之 中 央 大 学

委員 元 木 徹 元木徹弁護士事務所

（６）異議申立審査会
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役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 安 川 悦 子 福 山 市 立 女 子 短 期 大 学

副 委 員 長 小 口 春 久 日本歯科大学東京短期大学

委 員 石 橋 敬 太 郎 岩手県立大学盛岡短期大学部

委 員 泉 谷 和 子 相 模 女 子 大 学 短 期 大 学 部

委 員 小 石 川 正 男 日 本 大 学 短 期 大 学 部

委 員 佐 藤 淳 介 大分県立芸術文化短期大学

委 員 富 村 誠 京 都 女 子 大 学 短 期 大 学 部

委 員 内 藤 一 郎 元 新 見 公 立 短 期 大 学

委 員 馬 場 重 行 山形県立米沢女子短期大学

委 員 松 井 徳 光 武 庫 川 女 子 大 学

委 員 松 本 香 公認会計士 松本 香 事務所

委 員 水 野 則 子 東 北 文 教 大 学 短 期 大 学 部

委 員 安 田 尚 道 常 磐 短 期 大 学

委 員 山 口 徹 株 式 会 社 PHP 研 究 所

委 員 山 本 和 彦 習志野市立習志野高等学校

７．短期大学評価

（１）短期大学評価委員会
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亜細亜大学短期大学部評価分科会

役 名 氏 名 所 属 名

主　査 安 川 悦 子 福 山 市 立 女 子 短 期 大 学

委　員 白 瀬 朋 仙 日 本 大 学 短 期 大 学 部

委　員 高 田 富 士 雄 元 名 古 屋 経 営 短 期 大 学

委　員 油 谷 純 子 目 白 大 学 短 期 大 学 部

大阪学院短期大学評価分科会

役 名 氏 名 所 属 名

主　査 安 田 尚 道 常 盤 短 期 大 学

委　員 小 石 川 正 男 日 本 大 学 短 期 大 学 部

委　員 清 水 誠 中 村 学 園 大 学 短 期 大 学 部

委　員 宮 本 教 雄 岐 阜 市 立 女 子 短 期 大 学

鹿児島県立短期大学評価分科会

役 名 氏 名 所 属 名

主　査 泉 谷 和 子 相 模 女 子 大 学 短 期 大 学 部

委　員 石 橋 敬 太 郎 岩手県立大学盛岡短期大学部

委　員 関 根 猪 一 郎 高 知 短 期 大 学

委　員 富 村 誠 京 都 女 子 大 学 短 期 大 学 部

委　員 三 保 サ ト 子 島 根 県 立 大 学 短 期 大 学 部

昭和女子大学短期大学部評価分科会

役 名 氏 名 所 属 名

主　査 馬 場 重 行 山 形 県 立 米 沢 女 子 短 期 大 学

委　員 野 村 松 信 秋 田 公 立 美 術 工 芸 短 期 大 学

委　員 松 井 徳 光 武 庫 川 女 子 大 学

委　員 柳 田 博 明 京 都 外 国 語 短 期 大 学

（２）短期大学評価分科会
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名寄市立大学短期大学部評価分科会

役 名 氏 名 所 属 名

主　査 水 野 則 子 東 北 文 教 大 学 短 期 大 学 部

委　員 秋 川 陽 一 倉 敷 市 立 短 期 大 学

委　員 大 澤 力 東 京 家 政 大 学 短 期 大 学 部

委　員 栗 原 久 東 京 福 祉 大 学 短 期 大 学 部

福井医療短期大学評価分科会

役 名 氏 名 所 属 名

主　査 小 口 春 久 日 本 歯 科 大 学 東 京 短 期 大 学

委　員 内 藤 一 郎 元 新 見 公 立 短 期 大 学

委　員 藤 井 伸 生 華 頂 短 期 大 学

委　員 宮 堀 真 澄 日 本 赤 十 字 秋 田 看 護 大 学

龍谷大学短期大学部評価分科会

役 名 氏 名 所 属 名

主　査 佐 藤 淳 介 大 分 県 立 芸 術 文 化 短 期 大 学

委　員 上 田 衛 鶴 見 大 学 短 期 大 学 部

委　員 笠 原 幸 子 四 天 王 寺 大 学 短 期 大 学 部

委　員 仲 村 正 巳 中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部
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役　名 氏 名 所 属 名

主　査 雨 宮 照 雄 三 重 短 期 大 学

委　員 小 野 寺 正 宏 元 学 校 法 人 文 京 学 園

委　員 土 橋 正 文 学 校 法 人 ク ラ ー ク 学 園

委　員 飛 田 隆 三 元 学 校 法 人 大 東 文 化 学 園

委　員 永 井 敏 雄 学 校 法 人 相 模 女 子 大 学

委　員 松 本 安 司 岩手県立大学宮古短期大学部

役　名 氏 名 所 属 名

審 査 長 矢 田 俊 文 北 九 州 市 立 大 学

委 員 植 木 俊 哉 東 北 大 学

委 員 小 出 龍 郎 愛 知 学 院 大 学 短 期 大 学 部

委 員 高 井 昌 史 株 式 会 社 紀 伊 國 屋 書 店

委 員 千 葉 吉 裕 東 京 都 立 晴 海 総 合 高 等 学 校

委 員 永 井 和 之 中 央 大 学

委 員 元 木 徹 弁 護 士

役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 安 川 悦 子 福 山 市 立 女 子 短 期 大 学

副 委 員 長 小 口 春 久 日 本 歯 科 大 学 東 京 短 期 大 学

委 員 佐 藤 淳 介 大 分 県 立 芸 術 文 化 短 期 大 学

委 員 馬 場 重 行 山 形 県 立 米 沢 女 子 短 期 大 学

委 員 松 井 徳 光 武 庫 川 女 子 大 学

委 員 安 田 尚 道 常 磐 短 期 大 学

（３）短期大学財務評価分科会

（４）短期大学異議申立審査会

（５）短期大学認証評価システム検討ワーキング・グループ
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役 名 氏 名 所 属 名

担 当 理 事 植 木 俊 哉 東 北 大 学

委 員 長 加 藤 雅 信 上 智 大 学

委 員 占 部 裕 典 同 志 社 大 学

委 員 江 口 公 典 慶 應 義 塾 大 学

委 員 大 山 隆 司 京 都 大 学

委 員 加 藤 哲 夫 早 稲 田 大 学

委 員 坂 田 宏 東 北 大 学

委 員 中 西 一 裕 日 本 弁 護 士 連 合 会

委 員 畑 野 隆 二 司 法 研 修 所

委 員 福 原 紀 彦 中 央 大 学

委 員 水 谷 工 読 売 新 聞 東 京 本 社

幹 事 永 田 眞 三 郎 関 西 大 学

８．法科大学院基準委員会
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９．法科大学院認証評価

役　名 氏　　　　名 所 属 名

委 員 長 佐 上 善 和 立 命 館 大 学

副委員長 加 藤 雅 信 上 智 大 学

委　  員 石 崎 誠 也 新 潟 大 学

委　  員 伊 東 研 祐 慶 應 義 塾 大 学

委　  員 大 村 雅 彦 中 央 大 学

委　  員 大 山 隆 司 京 都 大 学

委　  員 甲 斐 克 則 早 稲 田 大 学

委　  員 河 内 隆 史 明 治 大 学

委　  員 近 藤 昌 昭 司 法 研 修 所

委　  員 齋 藤 憲 道
元 パ ナ ソ ニ ッ ク
株 式 会 社

委　  員 佐 藤 裕 一 東 北 大 学

委　  員 中 西 一 裕 日 本 弁 護 士 連 合 会

委　  員 畑 野 隆 二 司 法 研 修 所

委　  員 水 谷 工 読 売 新 聞 東 京 本 社

委　  員 村 岡 啓 一 一 橋 大 学

幹　　事 永 田 眞 三 郎 関 西 大 学

幹　　事 占 部 裕 典 同 志 社 大 学

（１）法科大学院認証評価委員会
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役　名 氏 名 所 属 名

主　査 村 岡 啓 一 一 橋 大 学

委　員 伊 東 研 祐 慶 應 義 塾 大 学

委　員 畑 野 隆 二 司 法 研 修 所

役　名 氏 名 所 属 名

主　査 加 藤 雅 信 上 智 大 学

委　員 石 崎 誠 也 新 潟 大 学

委　員 小 野 寺 雅 之 西 南 学 院 大 学

役　名 氏 名 所 属 名

主　査 大 山 隆 司 京 都 大 学

委　員 大 村 雅 彦 中 央 大 学

委　員 福 岡 英 明 國 學 院 大 學

役　名 氏 名 所 属 名

主　査 佐 上 善 和 立 命 館 大 学

委　員 占 部 裕 典 同 志 社 大 学

委　員 三 木 祥 史 明 治 大 学

（２）追評価分科会

名城大学法科大学院

神奈川大学法科大学院

関東学院大学法科大学院

白鷗大学法科大学院
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役　名 氏 名 所 属 名

審査長 八 田 英 二 同 志 社 大 学

委　員 北 秀 昭 筑 波 大 学

委　員 清 水 惠 元 共 同 通 信 社

委　員 永 井 和 之 中 央 大 学

委　員 播 磨 政 明 日 本 弁 護 士 連 合 会

委　員 牧 村 史 朗
帝 産 京 都 自 動 車
株 式 会 社

（３）法科大学院異議申立審査会
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役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 太 田 正 孝 早 稲 田 大 学

委　  員 安 藤 国 威
ソ ニ ー 生 命 保 険
株 式 会 社

委　  員 石 原 俊 彦 関 西 学 院 大 学

委　  員 磯 村 和 人 中 央 大 学

委　  員 大 久 保 隆 同 志 社 大 学

委　  員 岸 牧 人 法 政 大 学

委　  員 坂 本 正 典 東 京 理 科 大 学

委　  員 澤 木 勝 茂 南 山 大 学

委　  員 高 津 尚 志
ＩＭＤ

（International Institute for
Management Development）

委　  員 田 中 秀 穂 芝 浦 工 業 大 学

委　  員 田 辺 孝 二 東 京 工 業 大 学

委　  員 得 津 一 郎 神 戸 大 学

委　  員 永 田 晃 也 九 州 大 学

委　  員 山 口 不 二 夫 明 治 大 学

委　  員 吉 見 宏 北 海 道 大 学

10．経営系専門職大学院基準委員会
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11．経営系専門職大学院認証評価

役　名 氏　　　　名 所 属 名

委員長 青 井 倫 一 慶 應 義 塾 大 学

副委員長 太 田 正 孝 早 稲 田 大 学

委　員 上 原 征 彦 明 治 大 学

委　員 岡 本 吉 晴 法 政 大 学

委　員 蟹 江 章 北 海 道 大 学

委　員 上 西 研 山 口 大 学

委　員 上 林 憲 雄 神 戸 大 学

委　員 小 関 誠 三 中 央 大 学

委　員 小 西 龍 治 （元）日本長期信用銀行

委　員 坂 本 正 典 東 京 理 科 大 学

委　員 佐 藤 善 信 関 西 学 院 大 学

委　員 田 辺 孝 二 東 京 工 業 大 学

委　員 星 野 裕 志 九 州 大 学

委　員 村 山 裕 三 同 志 社 大 学

委　員 森 利 博 立 命 館 大 学

委　員 山 田 秀 筑 波 大 学

委　員 米 田 牧 子 ソ ニ ー 株 式 会 社

委　員 和 田 義 博 和 田 義 博 会 計 士 事 務 所

（１）経営系専門職大学院認証評価委員会
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（２）経営系専門職大学院認証評価分科会

愛知大学大学院会計研究科会計専攻

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 上 原 征 彦 明 治 大 学

委 員 伊 藤 一 博 甲 南 大 学

委 員 中 川 正 晴 兵 庫 県 立 大 学

委 員 吉 田 靖 千 葉 商 科 大 学

大原大学院大学会計研究科会計監査専攻

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 蟹 江 章 北 海 道 大 学

委 員 小 林 啓 孝 早 稲 田 大 学

委 員 沼 田 博 幸 明 治 大 学

委 員 藤 田 昌 也 熊 本 学 園 大 学

北九州市立大学大学院マネジメント研究科マネジメント専攻

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 村 山 裕 三 同 志 社 大 学

委 員 金 井 一 頼 大 阪 大 学

委 員 川 田 剛 明 治 大 学

委 員 中 里 大 輔 早 稲 田 大 学

グロービス経営大学院大学経営研究科経営専攻

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 岡 本 吉 晴 法 政 大 学

委 員 内 田 和 成 早 稲 田 大 学

委 員 桑 田 耕太郎 首 都 大 学 東 京

委 員 森 利 博 立 命 館 大 学

事業創造大学院大学事業創造研究科事業創造専攻

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 佐 藤 善 信 関 西 学 院 大 学

委 員 北 真 収 北 九 州 市 立 大 学

委 員 田 畑 吉 雄 南 山 大 学

委 員 藤 村 博 之 法 政 大 学
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長岡技術科学大学大学院技術経営研究科システム安全専攻

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 田 辺 孝 二 東 京 工 業 大 学

委 員 久 保 元 伸 山 口 大 学

委 員 濟 藤 友 明 東 京 理 科 大 学

委 員 並 木 美太郎 東 京 農 工 大 学

新潟大学大学院技術経営研究科技術経営専攻

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 坂 本 正 典 東 京 理 科 大 学

委 員 宇 野 永 紘 日 本 工 業 大 学

委 員 比 嘉 邦 彦 東 京 工 業 大 学

委 員 渡 辺 孝 芝 浦 工 業 大 学

兵庫県立大学大学院会計研究科会計専門職専攻

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 小 関 誠 三 中 央 大 学

委 員 加 藤 義 幸 愛 知 大 学

委 員 中 元 文 德 熊 本 学 園 大 学

委 員 吉 村 孝 司 明 治 大 学

立命館大学大学院経営管理研究科経営管理専攻

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 上 林 憲 雄 神 戸 大 学

委 員 伊 藤 大 義 早 稲 田 大 学

委 員 大 野 薫 中 央 大 学

委 員 高 須 教 夫 兵 庫 県 立 大 学

委 員 若 林 広 二 日 本 大 学
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役　名 氏 名 所 属 名

審査長 黒 田 壽 二 金 沢 工 業 大 学

委　員 植 木 俊 哉 東 北 大 学

委　員 榑 松 明
特 定 非 営 利 活 動 法 人
実 務 能 力 認 定 機 構

委　員 酒 井 寛 二 中 央 大 学

委　員 柴 田 友 厚 香 川 大 学

委　員 永 野 則 雄 法 政 大 学

委　員 元 木 徹 元 木 徹 弁 護 士 事 務 所

（３）経営系専門職大学院異議申立審査会
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12．公共政策系専門職大学院認証評価

役　名 氏　　　　名 所 属 名

委員長 金 本 良 嗣 東 京 大 学

副委員長 縣 公 一 郎 早 稲 田 大 学

委員 市 川 宏 雄 明 治 大 学

委員 岡 本 義 朗
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサル
テ ィ ン グ 株 式 会 社

委員 川 﨑 恭 治 一 橋 大 学

委員 菊 地 敦 子 人 事 院

委員 佐 伯 英 隆 京 都 大 学

委員 澁 谷 雅 弘 東 北 大 学

委員 多 羅 尾 光 睦 東 京 都

委員 塚 本 壽 雄 早 稲 田 大 学

委員 真 渕 勝 京 都 大 学

委員 山 下 茂 明 治 大 学

委員 渡 辺 智 之 一 橋 大 学

（２）公共政策系専門職大学院認証評価分科会

役 名 氏 名 所 属 名

主 査 縣 公 一 郎 早 稲 田 大 学

委 員 岡 本 義 朗
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサル
テ ィ ン グ 株 式 会 社

委 員 澁 谷 雅 弘 東 北 大 学

委 員 山 下 茂 明 治 大 学

委 員 渡 辺 智 之 一 橋 大 学

京都大学大学院公共政策教育部公共政策専攻

（１）公共政策系専門職大学院認証評価委員会
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役　名 氏 名 所 属 名

審査長 中 村 信 一 金 沢 大 学

委　員 尾 西 雅 博 人 事 院

委　員 川 口 清 史 立 命 館 大 学

委　員 清 永 敬 文 の ぞ み 総 合 法 律 事 務 所

委　員 立 花 宏 （元）日本経済団体連合会

委　員 富   野 暉 一 郎 龍 谷 大 学

委　員 水 谷 工 読 売 新 聞 東 京 本 社

（３）公共政策系専門職大学院異議申立審査会
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役　名 氏 名 所 属 名

委 員 長 柴 忠 義 北 里 大 学

副 委 員 長 圓 月 勝 博 同 志 社 大 学

委 員 大 澤 慶 子 大 学 基 準 協 会

委 員 小 川 惠 一 横浜市立中央図書館

委 員 川 﨑 友 嗣 関 西 大 学

委 員 鈴 木 典 比 古 国 際 基 督 教 大 学

委 員 生 和 秀 敏 大 学 基 準 協 会

委 員 玉 木 研 二 毎 日 新 聞 社

委 員 益 田 光 治 九 州 大 学

委 員 山 本 眞 一 広 島 大 学

14．大学評価企画立案委員会

役　名 氏　　　　　　名 所 属 名

委員長 鈴 木 典 比 古 国 際 基 督 教 大 学

委　員 阿 部 和 厚 北 海 道 医 療 大 学

委　員 川 﨑 友 嗣 関 西 大 学

委　員 黒 田 壽 二 金 沢 工 業 大 学

委　員 子 安 増 生 京 都 大 学

委　員 清 水 一 彦 筑 波 大 学

委　員 白 井 紘 行 放 送 大 学

委　員 生 和 秀 敏 大 学 基 準 協 会

委　員 前 田 早 苗 千 葉 大 学

（１）大学評価企画立案委員会ワーキング・グループ

役　名 氏 名 所 属 名

主　査 生 和 秀 敏 大 学 基 準 協 会

委　員 前 田 早 苗 千 葉 大 学

13．正会員資格判定委員会
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役 名 氏 名 所 属 名

委員長 小 杉 眞 司 京 都 大 学

委　員 後 信 日 本 医 療 機 能 評 価 機 構

委　員 小 林 廉 毅 東 京 大 学

委　員 武 林 亨 慶 應 義 塾 大 学

委　員 羽 田 明 千 葉 大 学

委　員 馬 場 園 明 九 州 大 学

委　員 浜 田 淳 岡 山 大 学

委　員 舟 橋 康 昇 武 田 薬 品 工 業 株 式 会 社

委　員 山 口 拓 洋 東 北 大 学

委　員 山 本 光 昭 環 境 省

役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 藤 野 仁 三 東 京 理 科 大 学

委　  員 後 谷 陽 一 特 許 庁

委　  員 齋 藤 憲 道 同 志 社 大 学

委　  員 末 吉 亙
日弁連知的財産センター
潮 見 坂 綜 合 法 律 事 務 所

委　  員 鈴 木 一 永 日 本 弁 理 士 会

委　  員 高 柳 昌 生 日 本 ラ イ セ ン ス 協 会

委　  員 田 浪 和 生 大 阪 工 業 大 学

委　  員 中 山 喬 志 日 本 知 的 財 産 協 会

委　  員 永 田 晃 也 九 州 大 学

委　  員 光 田 賢 日 本 大 学

15．公衆衛生系専門職大学院認証評価検討委員会

16．知的財産系専門職大学院認証評価検討委員会
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役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 八 田 英 二 同 志 社 大 学

委 員 蟻 川 芳 子 日 本 女 子 大 学

委 員 江 原 武 一 立 命 館 大 学

委 員 清 水 一 彦 筑 波 大 学

委 員 生 和 秀 敏 大 学 基 準 協 会

委 員 浜 村 彰 法 政 大 学

委 員 工 藤 潤 大 学 基 準 協 会

幹 事 和 田 實 一 大 学 基 準 協 会

役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 絹 川 正 吉 ( 元 ) 国際基督教大学

委 員 江 原 武 一 立 命 館 大 学

委 員 小 笠 原 正 明 筑 波 大 学

委 員 小 原 芳 明 学 校 法 人 玉 川 学 園

委 員 加 藤 祐 三 都 留 文 科 大 学

委 員 澤 田 進 ( 元 ) 大 学 基 準 協 会

委 員 丹 保 憲 仁
地 方 独 立 行 政 法 人
北海道立総合研究機構

委 員 牟 田 泰 三 ( 元 ) 福 山 大 学

委 員 安 川 悦 子 福山市立女子短期大学

委 員 山 田 礼 子 同 志 社 大 学

委 員 山 本 眞 一 広 島 大 学

委 員 吉 田 文 早 稲 田 大 学

18．特色ある大学教育支援プログラム総括編集委員会

17．『大学評価研究』編集委員会
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19．広報委員会

役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 中 村 信 一 金 沢 大 学

委 員 有 満 保 江 同 志 社 大 学

委 員 亀 澤 美 由 紀 首 都 大 学 東 京

委 員 鈴 木 健 明 治 大 学

委 員 田 中 克 俊 北 里 大 学

委 員 廣 川 二 郎 東 京 工 業 大 学

役 名 氏 名 所 属 名

委 員 長 齋 藤 康 千 葉 大 学

委 員 増 田 壽 男 法 政 大 学

委 員 水 野 明 哲 工 学 院 大 学

委 員 田 中 一 昭 大 学 基 準 協 会

委 員 和 田 實 一 大 学 基 準 協 会

委 員 工 藤 潤 大 学 基 準 協 会

20．新公益法人移行検討委員会
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